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平成 20 年 4 月　

平成 20 年度大阪大学澪電会総会・懇親会ご案内

澪電会会長　三坂重雄　

拝啓　陽春の候　会員の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

　さて、平成20年度澪電会総会ならびに懇親会を下記の通り開催いたします。昨年は140名を超える卒業生や

先生方が出席され、大盛況でした。母校の先生方を交えて、先輩、後輩、同期生の方々が一堂に会して旧交を

温めつつ、情報交換を行う絶好の機会でございます。また、総会・懇親会に合わせて日頃ご無沙汰の同期会を

企画されるのもよろしいかと存じます。

　昨年同様、本年も講演会を企画いたしました。最新の話題についてご講演いただく予定ですので、皆様お誘

い合わせの上、多数ご参加下さいますようご案内申し上げます。

敬具

記

日　時：平成20年6月6日(金)　17:30～21:00

会　場：新阪急ホテル（大阪市北区芝田1-1-35、Phone：06-6372-5101）

次　第：１.　講演会  17:30～18:30　会場「花の間」

  ｢プラズマ物理と核融合｣

   大阪大学レーザーエネルギー学研究センター長　　教授　三間圀興 先生

 ２.　総会  18:30～19:00　会場「花の間」

 ３.　懇親会  19:00～21:00　会場「紫の間」

会　費：学部卒業平成11年以降の方  7,000円

 学部卒業平成10年以前の方 10,000円

 会費は当日申し受けます。懇親会のみのご参加も歓迎いたします。

　　　　準備の都合上、出欠のご返事を同封のはがきにて、来る5月26日(月)までにお知らせください。

表紙について

表紙の"澪電"は、熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。左図は、グロー

バルCOEプログラム「次世代電子デバイス教育研究開発拠点」のロゴマークで、地球と回路とをモチーフにし

ています。また、"CEDI"は Center for Electronic Devices Innovationの略で、プログラムの愛称です。右

図は、グローバルCOEプログラム「アンビエント情報社会基盤創成拠点」のロゴマークで、グローバルCOEプロ

グラムで設定している4領域の研究グループの関係が原子構造図のイメージに、ダイナミックな動きと、地球

を核とするグローバルな広がりを加えてシンボル化されています。



会員の皆様にはお元気にご活躍のこととお慶び申し
上げます。昨年 6 月の総会で会長を仰せ付かって以来
会員の皆様はじめ関係頂いた副会長、幹事及び事務局
の皆様方のご支援ご協力を賜り本会の発展の為に微力
ながら尽して参りました。
前会長の鈴木先生からバトンタッチを受けて以来恒
例の諸行事を行って参りました。総会、幹事会、各支
部の総会に出席し交流を深めさせて頂きました。
この間大勢の会員の皆様と親しくお付合いさせて頂
けたことは掛替えのない経験となりました。今年度は
関門海峡を挟んで中国九州支部合同の総会が開催され
ましたことや東海支部での見学会で製鐵所をプラント
の制御を設計された卒業生が自ら案内して懇切な説明
をして頂いたこと等記憶に残って居ります。支部長の
皆様方から本部との繋がりをもっとネットを通じて深
めて欲しいというご要望も頂きました。
本年度は鈴木前会長がレールを敷いて下さった澪電
会名簿発行も行うことが出来ました。個人情報保護の
点からプライバシーポリシーを守り会員相互間の交流
の基となる名簿が昨年末にお届け出来ましたので是非
とも本名簿を活用して頂き今後の同窓会活動の一助に
して頂きますようお願いします。本年度で会員も
9,000 人を越える電気系の同窓会組織として全国有数
の規模に発展して参りました。産学官多方面で活躍さ
れている誇り高い集団であるという認識を深められた
ことと存じます。
澪電会の中での交流ということで私の経験を少し書
かせて頂きます。卒業して会社に入って以来永年製品
開発に携わって参りましたが、この 50 年近いエレク
トロニクスの目覚しい発展の中で屡々手のつけようの
ない技術的困難に出会いました。その都度会社の中だ
けで解決のつかない課題を大学の恩師や大学に残った
同級生達に新しい研究成果を指導して頂きその成果を
製品開発に応用し実用化させて頂き難局を切り抜けて
来ることが出来ました。この意味で阪大卒のメリット
を遺憾なく利用させて頂き人脈の大切さを何度も痛感
致しました。

昨今産学連携、異業種交流が大切と言われています。
地域の経済人会から得られる人の繋がりの大切さも折
に触れ感じます。そこに阪大の澪電会の皆様が大勢い
らっしゃいます。そういう交流を通じて日頃の近くの
個人を取り巻くネットワークを普段意識せず接触の少
ない遠いネットワークに繋ぎ直すとどっと多くの情報
が流入します。若い会員の皆様にはこの素晴らしさを
意図的に体験して頂くことを願っています。
この１年足らずの会長として実感しましたことは、
① 澪電会活動を支える若い会員に魅力を感じて頂け
る活動をどう運営していけばいいのか。

② 恒例の諸行事に新しい趣向を取り込むことが出来
ないか。例えば、今年度東海支部で企画された学
生の工場見学と支部総会の日取りを合わせて支部
内と本部との交流を活発にする。支部総会の案内
をホームページやｅ-メールでその支部で常連でな
い会員にも電子化された名簿を検索して周知する
等々。

③ ホームページの充実を図り澪電会情報の提供を活
発に行うことが望ましい。北陸支部に加え全支部
のホームページとリンクを張り事前に会合予定の
連絡をする。

④ 現在積極的に会員活動に賛意を表して頂いている
2,000 名強の会員以外の方々に積極的参画を図る方
策を具体化する。

等であり今後是非とも解決して澪電会活動を益々発展
させてゆく上での課題が多いとおもっています。
私の任期中に気が付いても達成出来なかったことが
多くあって反省しています。2008 年度会長には白川
副会長が就任される予定になっています。学内外の澪
電会員のことを知り尽くして居られ行動力のある先生
に後事を託して参ります。会員の皆様方の積極的な参
画とこの伝統ある澪電会を発展させる熱い思いでご協
力をお願いします。
最後に、紙面を借りましてこの 1 年間澪電会活動を
支えて頂きました会員、役員、事務局の方々にお礼を
申し上げます。

会長ごあいさつ

澪電会会長　三坂　重雄

 （電子・昭38）

― 1 ―



　平成 19 年度の澪電会総会での講演者に、現職最長

老ということでご指名をうけ、大変名誉な事とお引き

受けしましたが、本稿でもう一度その概要を纏めさせ

て頂きます。

　筆者は非線形回路理論、とくに区分線形抵抗回路網

の求解問題に関する研究で博士号を頂きましたが、故

藤沢俊男先生、大附辰夫先生の畢生のお仕事の一部を

お手伝いさせて頂いた事が博士論文となり、開発者の

頭文字をとって OFK－アルゴリズムという名で VLSI

設計の教科書に載った事は研究者としての出発にあ

たって大変幸運なことでありました。その後、工学部

電子工学科の助手に採用され、児玉慎三先生の研究室

で自由に研究をさせて頂きました。33 年間の阪大教

員としての人生で最も有難く、振り返って懐かしさと

感謝の気持ちに耐えません。1979 年から 2 年近くの

バークレーでの客員研究員生活を終え、阪大に戻って

以来、児玉先生の始められていたペトリネット理論の

離散事象システム制御への応用に興味を持ち、当日お

話し致しました自律分散システムの基本モデル提案か

らエージェントネット、さらにマルチエージェント

ネット（MAN）への発展、種々の実システムへの応

用に至る幸せな研究生活を数多くの方々と送る事が出

来ました。

　自律分散システムの概念は 1989 年から 1991 年に渉

る文部省重点領域研究“自律分散”で世界ではじめて

提案されたものですが、その後 ADS の略号で世界標

準のシステム概念となっております。ペトリネットの

各要素を意味付けし、さらにオブジェクト指向プログ

ラミング手法を取り入れることで、自律要素としての

エージェントネットが出来上がりますが、これらの

エージェントネット間をランデブー方式でメッセージ

交換させることにより、自律要素同士の協調機構を実

現します。これがマルチエージェントです。1991 年

から 2002 年まで続いた NEDO の IMS プロジェクト

“ 次世代生産システム ”（NGMS）では、この MAN

をもちいて、自動搬送車群の自律分散制御、実時間ス

ケジューリング、最適資源計画など、ハードからソフ

トに至る大規模生産システムの自律分散型設計・計画・

運用に関する様々な手法を開発、提案しました。最近

では、秘密分散法を暗号化手法に取り入れた大規模分

散ストレージ・分散データベースの構築（TAO プロ

ジェクト）、CO2 排出量と分散エネルギー資源取引市

場メカニズム、UML を用いたビジネスプロセス検証

などにも適用し、今後の実用化にむけ研究が続行され

ております。

　筆者は本年 1 月 27 日に行われました大阪府知事選

に立候補のため、昨年 12 月 31 日をもちまして、永ら

くお世話になりました大阪大学を退職いたしました。

本人にとりましても突然のことでありましたが、専攻

の皆様はもとより本会の会員の皆様にもご心配、ご迷

惑を御掛けしましたことを誠に心苦しく感じておりま

す。心よりお詫び致しますとともに、あえてご支援を

頂きました皆様には厚く感謝致しております。本稿を

御借りしまして、改めまして御礼申し上げます。電気

系、会員各位の益々のご発展を御祈り申し上げます。

― 2 ―

自律分散の思想と技術

大阪大学
大学院工学研究科

電気電子情報工学専攻　教授
熊　谷　貞　俊

講演会からの話題
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IEEE Milestoneとして認定された自動改札機の開発

　阪大、近鉄、オムロン、阪急が1965年から1971年に

かけて共同開発した自動改札機がIEEEからマイルス

トーンの認定を受け、その銅製銘版の授与式が昨年11

月27日に執り行われ、阪大からは西尾章治郎副学長が

代表して銘版を受け取られました。わが国では、八木

アンテナ、富士山頂レーダー、新幹線、水晶腕時計、

電卓、VHSに続き７番目です。

　この認定は、電子・情報・通信の分野における画期

的なイノベーションで、開発から25年以上経過し、工

学上のユニークなソリューションを形成し、かつ社会

の発展に大きく貢献した歴史的な業績に対して、顕彰

するものです。全世界で80件余りの認定があり、ボ

ルタの電池、マルコーニの無線通信機、電子計算機

ENIACなどが含まれています。

　わが国は、戦後15年で「黄金の60年代」という未曾

有の成長時代を迎えましたが、人口が急激に大都市圏

に流入し、近鉄のターミナルの阿部野橋駅では、１日

の乗客総数の半数が朝のラッシュ時に集中し、毎分75

～80人という超スピードで改札しなければならない状

況にありました。当時最先端の自動改札機は米国製

で、ロンドン地下鉄などで稼働していましたが、開閉

式であったため、毎分15～20人しか改札できず、しか

も定期券は使用できませんでした。そこで、近鉄はこ

の機械の導入を断念し、定期券向けの高性能改札機を

自己開発することに踏み切り、1962年に独自の研究会

を発足させました。

　わが国の定期券は、他国と異なり、通用経路上のど

の駅でも使用できますので、各駅の改札機には「通用

経路が有効かどうか」の判定機能が必須となります。

この解法が最大の難関であったため、近鉄は1964年に

なってこの技術課題を電子工学科尾崎研に持ち込みま

した。当時助教授の嵩忠雄先生は、すかさずグラフ理

論的な基本解法を考案され、院生であった筆者にこれ

を具現化する符号化と判定方式を開発するように厳命

が下りました。

　同年に登場した世界最先端のIBM360でさえトランジ

スタ論理によるものでしたので、改札機もビット単位

で動作する論理を使って実装せざるをえませんでし

た。そこで、近鉄の鉄道網が１つの木と補木枝３本か

ら成ることに注目して、通用経路の符号化を、両端の

各駅用の９ビットと補木枝のどれを通るかの３ビッ

ト、合計9×2＋3＝21ビットを用いて行うことにし、

経路判定を簡潔な比較論理によって実行する計算方式

を構築して、1965年に情報処理学会誌に発表しまし

た。この計算方式を使って、近鉄と立石電機（現オム

ロン）が共同で改札機の開発を開始し、早くも１年半

後に、処理速度が毎分50～60人のパンチカード式改札

機の試作に成功しました。しかしながら、旧国鉄が連

絡改札口でパンチカードによる定期券の使用を認めな

かったため、実際の営業稼動には至りませんでした。

　そのような状況下にあってもオムロンは鉄道各社に

改札機の営業を展開し、ついに阪急の北千里駅での設

置に初めて成功しました。1970年の大阪万博開催に備

え、阪急が北千里延長線の開業と共に北千里駅に改札

機を導入する方針を打ち出したからです。その結果、

1967年３月、世界最初の定期券用改札機が北千里駅で

営業稼動しました。オムロンは、その後磁気カード式

改札機を自社開発し、２年後に北千里駅で稼動させま

した。

　磁気カード定期券の片面には定期券情報が印刷でき

たため、旧国鉄でも使用可能となりましたので、近鉄

はオムロンとの共同開発を再開し、1971年には総数91

台の磁気カード式改札機が19駅で一斉に稼動開始しま

した。この年、日本鉄道サイバネティクス協議会が磁

気カード式改札機の規格化を実施しましたので、この

近鉄の一斉稼動はその後のわが国の自動改札機の発展

と普及の原動力となりました。

　今回のマイルストーンの認定は、1965年から1971年

にかけて産学が共同で開発した改札機が、今日の高機

能改札機の普及の源泉となり、この産業分野の発展に

多大の貢献を遂げたためであります。この間、改札機

の開発と普及にご尽力された多数の技術者および関係

者各位に深甚の敬意を表する次第です。さらに、この

実用化研究が産学共同研究のはしりとなり、その後の

産学連携の進展に寄与したことを付記させて頂きま

す。

話　　　題

大阪大学名誉教授

兵庫県立大学大学院

応用情報科学研究科

教授

白　川　　　功
（電子・昭38・M40・D43）
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固定通信から移動通信の世界に移って

　NTTドコモの副社長の山田です。私は、昨年、NTT持

株会社からドコモに移ったのですが、最初に感じたの

は、移動体通信業界のスピードでした。この半年あま

りでも、新機種発売、新サービス開始、新料金サービ

ス、新端末販売方式の導入、モバイルビジネス研究

会、弊社PHSの終了、WiMAX等の事業者選定、アップル

社やグーグル社といった新たなプレイヤーの参入な

ど、激変する携帯電話業界が新聞紙上を賑わさない日

はありませんでした。固定通信業界に比べて３倍のス

ピードで進化している感覚です。

　この10年で携帯電話は、メール、Web、カメラ、音

楽再生、ゲーム、GPS、ローミング、おサイフケータ

イ、ワンセグなど様々な機能が追加され、単なる「も

しもし」「はいはい」の手段からケータイという新た

な存在に変化したことで、人々のコミュニケーション

スタイルだけでなく生活自体のスタイルを変えました

が、このような変化を支えてきたのは、技術の進歩で

す。通信方式で言えば、既にADSL並みの数Mbpsの速度

の3.5世代方式が世界的に普及しています。次のター

ゲットの3.9世代は、光ファイバー並みの100Mbpsで、

弊社のSuper3Gを初めとして各社が実用化実験を開始

しております。さらにその先には、1Gbps以上の伝送

速度を誇る第４世代が昨年ITUの会議で周波数割当が

決まるなど移動通信技術の進化はとどまるところを知

りません。また固定通信でNTTのNGNも開始される中、

携帯電話網も、より効率的なネットワーク構築のため

IP化され、音声通話をVo-IPで行うという方向に進ん

でいます。

　通信速度一つ取っても携帯電話は、パソコンのイン

ターネットのトレンドを追っているとも言えますが、

高度化・複雑化する端末のソフトウェアが、端末メー

カー独自仕様から、リナックス、シンビアン、ウイン

ドウズモバイル、アンドロイドといった共通プラット

フォームに移行しつつある点もその一つと言えます。

また携帯電話の検索サービスは、一層の拡大が期待さ

れる分野です。グーグル社と弊社の提携や経済産業省

の情報大航海プロジェクトなどに代表されるように、

携帯電話の特性を生かした検索エンジンを作っていこ

うという流れがあります。常に携帯している特徴を生

かし行動履歴により次の行動をリコメンドすることな

どが研究されており、パソコンのインターネット検索

が社会を大きな影響を与えた以上に、携帯電話の検索

エンジンは人々の生活を大きく変える可能性がありま

す。最後になりますが、このように携帯電話の世界

は、これまで以上に多くの可能性のある面白い世界で

あり、今後も、その元となる研究開発を積極的に進

め、お客様にご満足いただけるような新しいサービス

を提供し続けていきたいと思っております。

話　　　題

㈱NTTドコモ

副社長

山　田　隆　持
（通信・昭46・M48）
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光陰矢の如し

　光陰矢の如しとはよくいったものである。私は昭和

50年に卒業して早33年余にならんとしていますが、顧

みますと公私ともにいろいろあったはずであり、また

実際にはいろいろあったわけなのですが、一年が一日

かのごとく瞬く間に過ぎさり今日に至ったような気が

します。

　入社後、信号通信設備や駅務機器を担当する職場に

配属、多重無線のループ化やXBから電子交換機への更

新、昭和55年の列車運行管理システム導入に際しては

案内広報設備の改良、50年代後半からは特急券自動発

売機の新設など乗車券発売システムや自動改札機の増

設・更新等の数々の工事や保守を経験し、20年があっ

という間に過ぎてしまいました。

　関西空港を結ぶ空港線は同じ線路上を２種事業者で

ある南海とJRが運行しています。この新線建設では２

社の運行を実現するため３種の関空会社との３社で密

に協議しながら工事をすすめましたが、調整事項も多

く平成６年６月の開業日に向かっては時間との戦いで

もありました。電磁結合を利用しているATS地上子を

連絡橋の橋梁部に設置するのに苦労したのも懐かしく

思い出されます。次に事業計画、予算管理や運賃制度

など鉄道事業全般の管理業務を担当、立体交差化事業

や都市計画事業に関し沿線自治体と折衝もすすめまし

た。鉄道屋としては気が重くやりたくはない事業譲渡

もこのときに経験しました。この10年余もふりかえる

ととてもあわただしく過ぎたように感じます。

　このように鉄道を中心に会社生活を送ってきたので

すが、昨年７月に社長に就任しました。今度は鉄道以

外の不動産や流通、関連会社を含めたグループ全体の

業務執行責任者として、今までよりもさらに幅広く取

り組んで行かねばなりません。環境問題や石油の高騰

など鉄道への順風はあるものの、少子高齢化や人口が

減少する社会では、鉄道経営の厳しい状況は変わりま

せん。誠実に、前向きにポジティブに社会インフラで

ある公共交通機関の持続的発展に努力していきたいと

考えています。

　今年もはや３月、時が経ち月日を重ねる早さに驚き

ます。光陰矢の如しの言葉を心に刻んでいます。あと

になって、やはり光陰矢の如し　あっという間だった

といい意味でいえるように……。

話　　　題

南海電気鉄道㈱

取締役社長

亘　　信　二
（通信・昭50）
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宇宙システム開発に従事して

　本稿を執筆している時点で月探査衛星「かぐや」か

ら月面のハイビジョン動画映像が送られてきている。

つい二年前まで月の詳細は海外宇宙システム技術先進

国の人工衛星が撮像した画像を参照するしかなかっ

た。今ではそれらに勝るとも劣らない鮮明な画像が38

万km彼方から間断なく送信されてきている。この衛星

の通信制御を行なっているシステムは我々のグループ

で開発した。打上げから月周回軌道までほぼ計画通り

に衛星を導き、現在も順調に稼動している。

　３年前には惑星探査衛星「はやぶさ」が小惑星イト

カワに着陸した。３億km彼方の人工衛星を制御するた

めの通信時間は往復で34分掛かることから、人手で

常時リモートコントロールするのは難しい。「はやぶ

さ」には搭載したセンサとコンピュータにより自律的

に動作することが求められた。「はやぶさ」は自ら小

惑星表面の画像を認識し、着陸地点に誘導することが

できる。この画像認識装置は我々のグループで開発し

たものだ。

　思わぬ誤算もあった。我々は長年にわたって未知の

惑星の表面に在るはずのクレーターを認識するための

技術を開発してきた。ところが目的地に着いて目にし

たのは、クレーターが殆ど無い、岩と砂ばかりの世界

であった。急遽衛星の運用チームは対策案を纏め上

げ、そのような惑星表面でも着実に画像認識を行なう

プログラムを作成し、衛星内のソフトウェアを更新し

て対応した。

　これらの成果が示すように、今や日本は宇宙システ

ム技術で世界のフロントランナーの仲間入りを果たし

ている。そして我々は先端科学技術を追及する衛星の

みならず、通信衛星、気象衛星、放送衛星、そして地

球観測衛星などの社会インフラに活用され、国民の安

心・安全に寄与する人工衛星も開発してきている。

　ただし、ここまでの道のりは平坦ではなかった。

　今でこそ日本の衛星は我々が独自に開発したマイク

ロプロセッサとリアルタイムOSで通信制御や姿勢軌道

制御等を行なっているが私が入社した1986年当時、日

本人にはオリジナルのプロセッサやOSは作れないと言

われていた。その中で入社してすぐ独自の宇宙機用マ

イクロプロセッサの開発メンバーの一員となり、更に

そのマイクロプロセッサの最高性能を引き出すために

リアルタイムOSとコンパイラの開発も取り纏めること

になった。

　日本経済が絶好調だった1989年には、米国が発効し

た包括貿易法「スーパー301条」により、人工衛星は

スーパーコンピュータ、林産物と共に内外無差別調達

の対象となった。当時既に量産が進んでいた米国の衛

星は国産衛星に対して圧倒的に低コストであった。こ

れは我々の業界に壊滅的な打撃を与え、大規模なリス

トラが進んだ。この分野から撤退した国内メーカーも

少なくなかった。

　何とか踏ん張った我々は現在の宇宙航空研究開発機

構殿をはじめとした各方面の方々と一体になった技術

開発を進め、低コスト化技術をものにし、漸く国際市

場で競うことのできる力を蓄えてきたと最近想う。

　振り返れば、私は学生時代に半導体物理の研究を進

めていた。当時日本は半導体の分野で世界のトップに

登りつめる過程であった。卒業する年の夏休みまで大

手メーカーの半導体関連の研究所に就職するつもりで

いた。しかし、ふとしたきっかけで自分のやるべき仕

事は、遅れている分野を世界の最先端に持ち上げるこ

とではないかと想い、殆ど卒業間際に宇宙システムへ

と志望を変えた。それから約20年経ち、漸く入社当時

の目標に近づいたと感じる。

　ちなみに、日本が月に到達したのは「かぐや」で二

度目である。私が入社して初めて開発に携わった「ひ

てん」は、地球と月を活用したスイングバイという惑

星間航行をするために必須の技術を修得した後、ほぼ

計算どおりの精度で月面にハードランディングした。

「かぐや」やそれに続く人工衛星あるいは宇宙飛行士

が、いつか「ひてん」の残骸を見つけてくれるのでは

ないかと期待している。

話　　　題

NEC東芝スペースシステム㈱

技術本部搭載機器２グループ

エキスパートエンジニア

檜　原　弘　樹
（電子・昭59・M61）
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文部科学省グローバルCOEプログラム
「次世代電子デバイス教育研究開発拠点」

　グローバルCOEは世界に冠たる教育研究拠点をわが

国の大学に設置する目的で設けられた。採択されたグ

ローバルCOEの約９割（54拠点）は“21世紀COE”の継

続であるが、残りの９拠点は20倍もの競争率の中を勝

ち抜いて採択されている。大阪大学工学研究科の電気

系は前回（平成14年度）の“21世紀COE”で採択され

なかったが、今回、専攻の教員の智恵を出し合って真

剣に議論を続けた末、採択されるに至った。

　拠点では、博士後期課程学生の経済的支援に加え、

若手研究者（ポスドク、助教）に対する教育・研究の

環境整備を重視している。学位取得者の約７割が民間

企業に就職していることを念頭に置き、実学の伝統を

取り入れた教育を博士後期課程の学生に提供し、わが

国のエレクトロニクス産業界を支える人材の育成を主

目的としている。

　本拠点を支える研究シーズとしては諸先輩方のご努

力により得られた、(1)世界最高品質のGaN結晶成長技

術、(2)光学結晶CLBOの発見と波長193nmの固体連続発

振光源の開発、(3)世界初の青色有機発光ダイオード

の作製、などの“新材料”に加え、“新手法”の研究

シーズとして、(4)１本の配線で数百ものデータの送

受信が可能なインターフェース、(5)室温原子操作技

術、(6)テラヘルツイメージング技術、などが挙げら

れる。これらの“新材料”と“新手法”の研究シーズ

をセンシング、フォトニック、パワーの３種類のデバ

イス開発に振り向け、さらに集積回路を組み込んだス

マートインテグレーションを行い、将来の「安心安

全」、「低環境負荷」、「高信頼性」社会を実現するこ

とを目的としている。

　研究体制としては、“材料開発”、“評価解析”およ

び“インテグレーション”の３つの支援部門が、“パ

ワーデバイス”、“センシングデバイス”、“フォトニッ

クデバイス”の３デバイス部門と有機的に連携しなが

ら、次世代の電子デバイスの研究開発を推進してゆ

く。

　教育面では、(1)若手リーダー（助教など）が研

究室横断的に博士課程学生、ポスドク、企業研究員

などの協力を得て、戦略テーマに沿った教育・研究

のユニット、IDER（Innovation oriented dynamic 

education and research）を立ち上げる。IDERメン

バーはリーダーの指導の下、ユニットの出口を見

据えながら個々の研究内容を深めるとともに、

他人と協力してプロジェクトを遂行する。さら

に、(2)「研究開発の科学的方法論」、すなわち、

①普遍原理を形式知として抽出する力、②形式知(モ

デル)から仮想実験ができる力、を養う教育プログラ

ムを提供する。

　また、グローバル拠点にふさわしい国際性を担保す

べく、夏休み期間中、海外から講師を招聘してサマー

スクールを開催する。そこに国際公募した短期留学生

を20名程度受け入れ、拠点が提供するセミナーへの出

席とIDERを実践体験させるとともに、参加する日本人

学生にとっては擬似海外体験を通して国際的な価値

観・判断力を養う計画である。

　詳しい事業内容については下記のウエブサイトに掲

載しているので、ご覧ください。

http://www.eei.eng.osaka-u.ac.jp/gcoe/

（リーダー　電気電子情報工学専攻　谷口　研二

 （電子・昭46・M48）記）

文部科学省グローバルCOEプログラム
「アンビエント情報社会基盤創成拠点

 －生物に学ぶ情報環境技術の確立－」

　本グローバルCOEプログラム

拠点の中核である本学大学院情

報科学研究科は、第３期科学技

術基本計画で重視されている融

合科学の推進を先取りし、平成

14年度に「情報科学技術と生物

母校のニュース
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学の融合」を重要な理念の一つとして創設されまし

た。この理念は、同じく平成14年度開始の文部科学省

21世紀COEプログラムの主テーマ「生物に学ぶ情報技

術の創出」によって具現化され、平成19年度実施の事

後評価において最高レベルの評価を得ました。

　現在、日本では「ユビキタス情報社会」の構築が急

速に進んでいます。情報科学研究科では、「究極の」

あるいは「ポスト」ユビキタス情報社会とは何かを議

論し、「アンビエント（ambient）情報社会」の創成に

向けた情報システムの研究・教育を新たな目標と定

め、平成17年12月に「グローバル10計画（情報科学分

野の世界の大学のトップ10入りを目指す）」としてま

とめました。

　本拠点は、21世紀COEプログラムにおける成果を発

展させ、グローバル10計画に基づいたアンビエント情

報社会創成のための研究推進と人材育成を目的としま

す。また、情報科学研究科のみならず、本学の工学研

究科、基礎工学研究科、人間科学研究科、言語文化研

究科、産業科学研究所、サイバーメディアセンターか

ら強力なメンバーが参画します。

　アンビエント情報環境は、情報技術が生活空間に

溶け込むことで環境と人間がインタラクションを起

こし、より適当な（例えば、「より安らぎが覚えられ

る」、「より知的生産性に富む」）状態へ自然に移行し

て調和する空間です。本拠点では、予見が困難な人間

行動や動的変化の激しい大規模情報システムに対応し

てアンビエント情報環境を構築するために、生物の原

理に学ぶ情報技術を発展させます。特に、その情報環

境構築のためには、ハードウェア、ソフトウェアの設

計・構成から、ネットワーク技術、データ工学、イン

タフェース工学に至る、情報システムの下位層から上

位層まで網羅的な分野が研究対象となります。また、

それらの複数階層に係わる技術として、システムのセ

キュリティ、ディペンダビリティに関する研究を推進

します。さらに、人間との深い係わりから自然言語処

理、対人社会心理に関する研究を進めます。これらの

研究活動の展開により、従来の情報技術の延長では実

現不可能な、大きなブレークスルーの達成を目指しま

す。

　本拠点では、研究活動とともに情報科学技術分野

の高度人材の養成を重視します。特に、「新しい情報

システムを構想し、研究開発できるデザイン力」、

「国際的な視野を持って活動できるコミュニケーシ

ョン力」、「人と協働してプロジェクトを遂行できる

マネジメント力」の三つの力を有し、グローバルな

視点で21世紀の情報科学技術の発展に大きく貢献で

きる若手人材を育成する「グローバルPI（Principal 

Investigator）養成計画」を推進します。

　末筆ながら、澪電会の皆様には本拠点形成プログラ

ムへのご支援の程を何卒宜しくお願い申し上げます。

 （西尾章治郎（大阪大学理事・副学長）記）

西原功修教授　最終講義

　レーザーエネルギー学研究センター教授・西原功修

先生は、平成20年３月31日をもって定年退職されるこ

ととなりました。ご退職にあたり、最終講義が平成20

年２月22日（金）午後３時よりレーザーエネルギー学

研究センター４階大ホールにて行われました。当日

は、当センター、工学部、基礎工学部といった学内の

職員・学生の他、先生にゆかりのある多くの方々が聴

講に来られました。早々と満員御礼状態となった中、

萩行政憲副センター長の司会のもと最終講義は定刻通

りに始まりました。講義に先立ち、三間圀興センター

「アンビエント情報社会基盤創成拠点」ロゴマークについて

　原子構造図のイメージに、ダイナミックな動きと、地球を核とするグローバルな広がりを加え

てシンボル化しました。我々のグローバルCOEプログラムは、４研究領域からなりますが、緑の

円は、核となるコンセプトである「生物に学ぶ」を具現化するために、その学ぶべき根本原理を

探求する「生物ダイナミクス領域」を意味します。紫と橙の円は、その根本原理を基に研究を

推進する「アンビエントネットワーク領域」、「アンビエントインタフェース領域」を表します

が、緑の円と交錯することによって根本原理をベースに研究が展開されることを表します。さら

に、これらネットワーク、インタフェースに関する研究成果と深く関連しながら、それらの成果

を統合化して「アンビエント情報基盤技術」の創出に繋げていきますが、その研究を推進する領

域を青の円で表し、統合化の流れを表現しました。
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長による紹介、また上田良夫先生（工学研究科電気電

子情報工学専攻）、占部伸二先生（基礎工学科システ

ム創成専攻）から御挨拶を賜りました。

　「プラズマと光と非線形性」と題されたその講義で

は、最初に、谷内俊弥先生、長谷川晃先生、山中千代

衛先生といった大恩師への謝意を表され、その後、40

年に渡る研究人生を聴講者と一体となって走馬灯を見

るかのごとく縷々と語られました。レーザー核融合研

究に関しては、核融合燃焼、レーザーアブレーショ

ン、キャノンボールターゲット爆縮といった物理機構

の解明、高効率燃料爆縮の提案、世界初となった球

ターゲットのスタグネーション時の３次元数値計算に

よる非線形異常成長の発見、Richtmyer-Meshkov不安

定性の漸近線形解析解の導出などについて述べられま

した。非線形物理研究に関しては、３波共鳴相互作用

に伴うトリプルソリトン、３次元サブサイクルソリト

ンや非一様フィラメンテーションの発見、渦の生成・

消滅を伴う渦界面の非線形理論モデルの提唱などにつ

いて解説されました。計算物理分野では、世界に先駆

けて開発を試みた４次の高精度を持つ３次元強結合プ

ラズマ粒子コードや３次元放射流体コード、クーロン

力を含み電子のダイナミクスを扱う事のできる分子動

力学コードなど独自のコード開発とその成果について

述べられました。また、最後の５年間、理論グループ

リーダーとして尽力されプロジェクトを成功に導いた

文部科学省リーディング・プロジェクト「極端紫外

（EUV）光源開発等の先進半導体製造技術の実用化」

の研究開発における、レーザーからEUV光への変換効

率の向上、イオンデブリ抑制法の提案など物理の解明

に関して述べられました。

　最後に、先生の今後の抱負と、これまでの研究人生

にかかわってこられた方々への感謝の言葉を述べられ

最終講義を締めくくられました。講義終了後、先生の

御指導・御活躍に感謝の意を込め花束が贈呈され、会

場からの大きな拍手の中、先生はご退席されました。

その後、場所を移して懇親会が催され、中締め後も先

生は多くの同窓生達に囲まれ、歓談は果てる事無く深

夜まで続きました。

 （村上匡且（電気・昭58・M60・D63）記）

事務局からのお願い

　澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をし

てきた」ということです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われ

ますので、工業会と澪電会との関係について簡単にご説明いたします。

　大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科また

は系の同窓会（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のう

ちほとんど全ての方は同時に大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電

会は工業会の下部組織といえます。

　ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制

度を設けております。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終

身会員の方からも、澪電会会費（年会費一律4,000円）を頂戴しております。また、澪電会では

終身会員制は設けず、毎年会費をお納めいただいております。

　会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。

澪電会の健全財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げ

ます。

　なお、勤務先、住所の変更などに関しましては工業会とは別途に、澪電会にもお知らせくださ

いますよう切にお願い申し上げます。
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　本講座の現教授である前田は2007年の２月にNTTコミュニケーション科学基礎

研究所から着任したばかりであるが、その専門は人の行動を支援する感覚－運動

インタフェースへの応用を視点においた人間情報工学であり、同講座が前任の赤

澤堅造教授以降それまでに取り組んでいた筋電義手などを扱う医用工学とも近し

い技術分野であるために研究室の研究テーマは現在進行形で緩やかに変遷が進ん

でいる。本講座では、生体としての人間の感覚－運動プロセスにおける情報処

理・制御の仕組みを情報システム工学の立場から解明し、新しい情報処理パラダ

イムの構築と新しいインタフェースや情報機器、福祉機器の開発を行うととも

に、先端的情報科学技術を応用して人間情報の計測に基づく生体システムのモデ

リングやシミュレーションを行い、人間情報工学・医用生体工学に関する教育と

研究を行っている。本講座の研究テーマは、ヒトの特性を利用した情報科学・工

学技術の研究（人間情報モデル、ヒューマンインタフェース、バーチャルリアリ

ティ、福祉工学）であり、情報・センシング・コントロールの統合したシステム

を取り扱っている。また、感覚－運動インタフェースや筋電義手の開発・制御の

ように、具体的な形で、ソフトウエア・ハードウェアの両面から“情報システム

開発”と“ものづくり”に取り組んでいる。

　パラサイトヒューマン（PH）はウェアラブルな行動支援型のロボットインタ

フェースである。その感覚系は運動覚・視覚・聴覚・触覚など、人間のサブセッ

トとなる知覚情報を人間と同様の次元数・スケールで外界情報を獲得し、自ら動

くことが出来ない代わりに人間に装着されて行動してもらうことでその入出力関

係を記録・学習する。この活動記録に適応した入力・行動要求をもって、装着者

の行動を支援・補完する一種の共生関係を作り出す。これは「人馬一体」ならぬ

「人ロボ一体」の状態であり、両者が協調して新しい一つの活動体になるように

作用するシステムである。同装置の狙いは人間と同次元・同スケールのセンサと

効果器を持って人間と共に活動することで得られる同一活動・同一視点からの情

報を統合して人間の情報処理上の行動原理の第一次近似としてのモデルを得るこ

とである。さらに同技術による人間行動の記録・解析と、行動原理のモデル化及

びこれらの感覚情報を装着者から装着者へ伝送して共有する五感情報伝送技術な

ど新しいマンマシンインタフェース技術としての応用を目的とした研究を進めて

いる。

　また、こうした装着型の感覚提示デバイスにおいて人間の錯覚をうまく利用す

ることで物理的な制約を超えた新しいヒューマンインタフェースを設計する研究

を進めている。その代表的なものが前庭電気刺激インタフェースである。ウェア

ラブルコンピューティングにおける情報提示装置として、視覚や聴覚に対する情

報提示デバイスが多く用いられてきたが、新たなモダリティへの情報提示とし

て、耳の後ろに微弱な電流を加えることによって人間の平衡感覚に対して働きか

けるインタフェースを提案する。人間は、前庭感覚に変化が生ずると不随意的に

体の重心バランスを制御する前庭系－前庭小脳－脊椎のループが活動し、体の重

心を一定に保つように立て直そうと足を自然にバランスを取る方向に出す。した

がって、歩行中に前庭感覚を変化させることによってバランスを補正する動作を

行うため、この不随意的な動作を利用すれば自然な歩行方向の誘導が可能にな

る。

新研究室紹介

情報科学研究科

バイオ情報工学専攻

人間情報工学講座

教授　前田　太郎
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　また、皮膚感覚における錯覚インタフェースも有用である。人間はなぞり動作

を行うことで指先よりも広い領域の空間情報を獲得している。なぞりによって物

体幅を知覚する場合には、物体の一方のエッジからもう一方のエッジまで指の移

動量が重要な情報として利用されているが、一方でなぞり動作を始める前になぞ

りの対象が静止しているという前提条件では、なぞり動作中に対象が移動したと

しても、指腹の皮膚受容器からの刺激だけではなぞり対象の運動を知る手がかり

にならない。指の移動中に接触対象も移動させると、指がもう一方のエッジに到

達するまでの指の移動距離が変化し、知覚される幅が広く或いは狭く知覚される

という触覚の錯覚現象を利用することによって、任意の幅の提示が可能であるこ

とを実験により示した。もう一つのなぞり動作時の錯覚を利用したインタフェー

スとしてSmart Fingerというデバイスがある。これは爪の上にセンサとバイブ

レータを載せたデバイスで、爪の色から指が対象物に接触しているか、どれくら

いの向きと力で押さえているかを計測して、指前方の対象表面の明暗と合わせて

バイブレータを駆動する。このように爪の上でバイブレータが振動すると、指が

中空にある時や指を動かしていないときにはそのまま爪の振動であると認識され

るが、指でなぞり動作をしている最中の振動は対象物表面の凹凸であると錯覚す

る。この錯覚を利用して、平らな平面上に任意の凹凸パターンを表示したり、印

刷された明暗情報を凹凸情報として視覚障害者の人に提示するような研究を進め

ている。

　同様に力感覚における錯覚インタフェースも提案している。従来の力感覚イン

タフェースは支点が必要であった。そのためモバイル機器で手応えを提示するに

は単発のトルクのみにとどまっていた。そこで人間の知覚の非線形性を利用し

て、牽引力を錯覚させる手法を提案・開発した。この手法はある分銅に対して往

路ではパルス状の急峻な加速度を短時間、復路では緩やかに復帰する加速度を長

時間という組み合わせで周期的な並進運動を行わせる。この運動自体は物理的に

閉じているが、人間の知覚特性で急峻な加速度を強く感じ、緩やかな加速度をあ

まり知覚できないために、結果としてどちらか一方に引っ張られているような錯

覚現象を生じさせる。この錯覚を効果的に生起させる提示装置の開発と評価につ

いて研究を進めている。

　以上のように本講座の研究テーマは新しい感覚提示インタフェースの開発を通

して人間の感覚―運動メカニズムに迫るという少々毛色の変わったアプローチを

とっている。真っ先に自分のからだで成果を実感できる研究であることが特色で

あり、「人間を科学的に解析して工学的に活用すること」を旨として研究を進め

ている。
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　本領域は1967年（昭和42年）工学部付属工業教員養成所より振り替えで設置さ

れた電気工学科第５講座（電気物性講座）に端を発する。川辺和夫教授が創設に

あたり、その後1977年（昭和52年）より1980年（昭和55年）まで電気第４講座の

犬石嘉雄教授が兼担、1985年（昭和60年）からは平木昭夫教授が、1993年（平成

５年）からは佐々木孝友教授が担当となった。佐々木教授の御退職後、2007年

（平成19年）５月より、森勇介が担当し現在に至っている。現在の研究室常勤教

員は、森のほか、吉村政志准教授の合計２名である。研究室の特徴として、研究

室で開発した技術シーズの実用化を目指し、企業との共同研究、及び研究員の受

け入れを積極的に実施している。

　本領域では、以下に示すように、エネルギー環境問題や高度情報化社会、バイ

オ医療分野での技術革新の基盤技術となる新規機能性材料の研究開発を行ってい

る。

（１）短波長紫外レーザー光発生用波長変換結晶の開発とレーザー光源の実用化

　ボレート系酸化物非線形光学結晶の新規材料探索と高品質結晶育成技術開発に

より、波長200nm前後の短波長紫外レーザー光源の実現を目指している。これら

のレーザー光源は、半導体プリント基板加工、半導体マスク検査光源、構造解析

用タンパク質結晶加工、屈折矯正手術等への応用展開が期待されている。

（２）ワイドギャップ半導体結晶の研究開発

　昇華性材料のため高品質結晶化が困難である、GaN、AlN、SiC結晶の溶液成長

技術開発により、白色LEDや短波長半導体レーザー、高周波・パワートランジス

タの実現を目指している。これらの光電子デバイスは、蛍光灯に代わる固体照明

や高密度光記憶処理、高速通信用高周波トランジスタ、ハイブリッド車や家電製

品用の高効率インバーターへの応用が期待されている。

（３）有機・タンパク質結晶の研究開発

　無機材料よりも遥かに難結晶化材料である、有機・タンパク質結晶の高品質結

晶化技術開発により、非線形光学結晶DAST及びその類縁体、半導体材料ルブレン

など有機機能性材料の高品質結晶育成、及び膜タンパク質や水溶性タンパク質、

RNA等との複合体の高品質結晶育成を目指している。有機機能性結晶は、テラヘ

ルツ波光源やフレキシブル有機電子デバイスへの応用が、タンパク質やその複合

体の高品質結晶は構造解析を通じて創薬への貢献が期待されている。

工学研究科

電気電子情報工学専攻

創製エレクトロニクス材料講座

教授　森　　勇介

（電気・平元）
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辻　毅一郎（電気・昭41・M43、大阪大学理事）

　平成19年３月に定年退職後、４月から、大阪大学に新設されたグローバルコラボレーションセンターの特任教授

に就任し、会議が減って少しゆったりと過ごしていましたが、思いがけず鷲田総長から指名され、同年８月26日付

けで国立大学法人大阪大学理事・国際交流推進本部長に転じ、現在に至っています。

　グローバルコラボレーションセンターは、旧大阪外国語大学との統合を見据え、同大学や本学人間科学研究科の

地域研究等に基づく国際協力に関する教育・研究及び実践を行うセンターとして、文部科学省の特別教育研究経費

（概算要求事項）により設立されたものです。このセンターは全学を挙げて国際協力・国際貢献を行おうとすると

ころに特徴があり、人文科学系だけでなく自然科学系からも広く参画できるよう兼任教員は総勢50名程度となる予

定です。オフィスは吹田キャンパスの千里門の近く、ならびに中之島センターに置かれており、私も８月まで中之

島センターで過ごしました。発足以来、活発に活動していますのでHPにアクセスしてみて下さい。

　私は、平成12年の秋に、当時の村井工学研究科長から、多少問題のあったカリフォルニア大学との学術交流協定

の更新を何とか進めるように依頼されたのを契機に、徐々に国際交流関係の仕事に携わるようになり、今では殆ど

100％国際交流関連の活動を行うに至っています。私自身、大阪大学で修士課程修了後アメリカへ留学し、Ph.Dを

取得したという経歴があります。国際交流の推進に関しては、機会があれば何らかのお手伝いをすべきであると心

のどこかで考えていましたので、現在の境遇に感謝し、大阪大学の国際化の推進に微力を注いでいます。しかしな

がら会議の数は再び増加し多忙な毎日で、これまでに行ってきた都市エネルギーシステムや住宅におけるエネル

ギー需要に関する研究には殆ど時間を割けていない状況です。せっかく住宅に関する詳しいエネルギー消費データ

を160軒分も取得し立派なデータベースが作られたのですから、これから得られる知見を分かりやすく取りまとめ

て社会に還元すべきであると思いながら、それが出来ない状態が続いています。何とかこれを打破したいというの

が当面の課題です。

　いましばらく現役を続けることとなりましたが、何かお役に立てることがあれば嬉しいので、お気軽に声をかけ

て下さい。お待ちしております。

佐々木　孝友（電気・昭42・M44、大阪大学名誉教授）

　平成19年３月に大阪大学を定年退職致しました。大阪大学入学以来から40年以上にわたり、電気系にお世話にな

り、誠に有り難うございました。退職したら好きな事をやろうと思っていたのですが、中々そうも参らず、退職し

てから１年近くになる現在でも、殆ど毎日、大学に来ている次第です。

　核融合の研究に興味を持ち、４年次の配属時に当時の電気工学科山中千代衛先生の研究室に入り、エネルギード

ライバーとしての大型ガラスレーザーの開発を行ってきましたが、助教授の時に非線形光学結晶を用いたレーザー

の波長変換の研究を行うことになり、結局、結晶の持つ魅力というか、研究歴の三分の二近く、退職するまで結晶

の研究をすることになり、光・電子デバイス用新結晶の開発研究を行って来ました。

　特に新しく見つけたものは、必ず応用してゆくという事に重点をおいた研究が好きで、研究室の助教授（現森勇

介教授）、助手（現吉村政志准教授）には、常にそういう方向での研究ということで、一丸になってやってきたと

思います。退職近くには、むしろ私よりも彼らが中心となって、私をたててやってくれたと思います。そのお陰で

といいますか、退職前には10以上の会社との共同研究や、NEDO、JST関係の大型プロジェクトを多く手がける状態

になり、また当研究室出身の安達宏昭君等が蛋白質結晶化のベンチャー会社「創晶」を立ち上げるようになり、今

は森教授を中心に、松下電器を退職した森君の同級生の北岡康夫教授と、一緒に更に発展すべく頑張っておりま

す。

退職された先生方の近況
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　小生も退職しましたが、行きがかり上、何かしらの研究のお手伝いをすることになってしまい、ここ５年は特任

教授として、森研究室のメンバーと一緒に研究をすることになっています。一方、大学のシーズをいかに社会で実

用化して行くかと言うことに興味をもっていましたので、大学の産学連携推進のために、工学研究科の有志の先生

方と一緒に合同会社（LLC）フロンティアアライアンスを立ち上げ、こちらの執行社員としても頑張っています。

兼職をされている現役の先生方は利益相反などの問題から、新たな大学としてのルール作りが重要となってきてい

ますが、大学の方も独法化後は、社会からの要請もあり、段々に体制が取れていってると思われます。

　日本の会社は歴史的に見ても新しいシーズを見つけ、それをビジネスにまで持って来るのは、難しいと思われま

す。シーズを持っている大学と会社が一緒になってやって行く場というものが、日本が国際的競争に打ち勝って行

く上で大変重要ではないかと思い、微力ながらやっておる次第です。しかしながら、あくまで大学がリードしなけ

れば意味がなく、その意味で、やはり大学がまずはオリジナルな研究をやる、というのが絶対的条件だと思いま

す。

　30年ほど前に仕事のし過ぎで大病をやってしまい、その時に自分を反省して、禅を始めました。人間はやはり一

人で判断すると自己中心的に成ってしまい、本当のことが見れなくなってきます。禅の効果はすぐには出てこない

ですが、多忙のなかでもなんとか続けてきたのは、自分にとって非常によかったと思っています。退職後は、これ

を若い人に教えてゆこうと予定しておるのですが、まあ、ここ５年位は仕事の方も、ともどもで、という所です。

個人的なことばかりを書いてしまい、大変恐縮ですが、近況報告とさせていただきます。

卒業生の近況

堤　　　潤（電子・平４・Ｍ６）

　富士通研究所に入社し、14年が過ぎようとしています。会社生活、それから個人の人生としても、そろそろ折り

返し地点が見えてきた今日この頃です。「卒業生の近況」ということですので、卒業後を振り返って書かせて頂き

たいと思います。

　会社では、携帯電話用高周波フィルタの開発業務に一貫して携わってきました。その中で、２つほど少しだけ特

別な経験をさせて頂きました。１つめは、在学中にお世話になった西原先生や春名先生のご指導を再び頂き、会社

での開発業務をもとに学位を取得したことです。2001年３月、入社７年目のことでした。当時は、会社において

も、開発した技術を事業部へ移管する作業をしており、昼間は目のまわるような忙しさで会社の業務をこなし、

夜、家に帰ってから論文を書くという状況でした。今となっては良い思い出ですが、ハードで厳しい生活だったの

を覚えています。しかし、３月には現役の学生さんとともに学位授与式に出席し、学位記を頂いたときには、すべ

ての苦労も忘れ、喜びもひとしおでした。大学を卒業してから、もう一度卒業気分を味わうという貴重な経験をさ

せて頂きました。

　２つめは、会社の制度を利用して、ドイツに１年間留学したことです。35歳になってからの少し遅い留学でし

た。会社ではデバイス開発に従事していましたので、大学では携帯電話システムの研究に参加しました。第２世代

携帯電話では、ヨーロッパで開発されたGSM方式が事実上世界を制したこともあり、研究者達は自信満々でした。

そんな研究者たちにまじり、デバイス研究者としての経験をいかして彼らにはない視点をもって研究にあたりまし

た。そのせいか、素人である私の仕事も評価してもらえたと思っています。大学外では、ちょうどドイツワールド

カップの年であったため、本場ヨーロッパでワールドカップを楽しむという幸運にも恵まれました。その楽しみ方

は想像以上で、すべてのレストランやバーで観戦され、大きな歓声が聞こえてきました。文化の違いを肌で感じ、

公私ともにエキサイティングな1年でした。２度とできない貴重な経験だと思っています。

　このように、会社生活を振り返ると、忙しいながらも好きなことをやらせて頂き、充実という言葉で表せると感

じています。折り返し地点も近づき、これからは社外での経験を活かした独自の視点にたって、新規テーマの立ち

上げ等に取り組みたいと思っています。
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　プライベートでは、2005年に子供が生まれ、子育てにも奮闘中です。こちらは、スタートしたばかりですが、子

供の成長に負けないよう、自身も成長していきたいと思っています。 （㈱富士通研究所）

笹川　竜太郎（電気・平10・M12）

　鉄砲伝来の地「種子島」で育ち、鹿児島での高校生活・大阪での大学生活を経て、東京で社会人をスタートして

から早８年が経ちました。気付いたら南から北へ、田舎から都心へ徐々に移動しています。

　東電に入社して、各部門での研修や現場での実務に取り組みながら２年ほど経過した時、「せっかく東京に来た

んだからもっと刺激的な仕事をしたい」という気持ちが芽生えました。そんなとき、人材公募という社内制度を知

り、ちょうど東電がFTTH事業に参入した時期で、その普及のため東電と吉本という全く文化の異なる会社が共同出

資し設立した「キャスティ（casTY＝Contents Aggregate Service by Tecpo & Yoshimoto）」という会社の人員募

集を行っていました。本業である電力業務についてまだまだ勉強すべき事はたくさんあると思い大変迷いました

が、後で後悔するより今チャレンジすべきと考え応募したところ、運良く採用され、入社２年にして子会社へ出向

することとなりました。

　出向先のキャスティでは、ベンチャー企業ならではの経験を積みました。連日明け方まで残業しての「事業計画

書の作成」から始まり、著作権等権利の勉強やコンテンツ企画の立案等、会社立ち上げ当初は分からないことば

かりでしたが、何事にもがむしゃらに取り組んでいたと思います。会社が軌道に乗ってからは、Webシステムの構

築・運用・保守を担務することとなり、熊谷研究室時代に学んだシステム制御の考え方、コンピュータ知識が大変

役に立ちました。

　また、同僚には吉本興業からの出向者もいて、会社の文化や仕事の進め方が異なるため最初は苦労しましたが、

相互に補完し合いながらプロジェクトに取り組みました。彼らとの打ち合わせは常に笑い声が絶えず、時折業界の

裏話などを聞くなどお得な事も多々ありました。

　そんな中、最も印象に残っているプロジェクトは、JAXAロケット打ち上げのインターネット配信を行ったこと

で、種子島からのライブ中継を実現したことは自信になりましたし、生まれ育った種子島へ凱旋帰還した気がして

良い思い出になっています。

　東電とKDDIのFTTH事業統合により、キャスティは当初の役割を果たした為、私の出向生活もこの３月で終了とな

る予定で、この会報ができあがる頃、私は新たな職場で新しい業務に従事していると思います。電力マンとしては

特殊な経歴を歩んできましたが、６年間の出向生活で経験した実績、人脈を糧にこれからも新しいことにチャレン

ジしたいと思います。 （東京電力㈱）

小野　峰和（電子・平12・M14）

　私は６年前に当時の旧濱口研究室を卒業して三菱電機に入社しました。入社当初は汎用メモリ設計の開発部門へ

の配属となったのですが、それから現在までに転籍を含む多くの異動を経験し、現在はマイコン搭載用の不揮発性

メモリ設計開発に従事しています。高速・大容量・長期信頼性を特徴とする先端技術を使ったメモリ開発に携わる

ことができ、とても充実した日々をすごしています。

　この６年間には、数ヶ月単位で担当業務が変わる時期が度重なっていろいろと悩んだ時期もありました。その

ときに学んだことのひとつが、「実力を発揮する環境に自分を持っていく」ということでした。入社してすぐの頃

は、自分のスキルさえあれば誰かが認めてくれて何とかなるだろうという考えでしたが、実力やスキルは発揮する

ことができなければ何の役にも立たないということを経験しました。時間があれば新たに必要なことを勉強すれば

よいのですが、常に走り続けなければならない時代ですので時間は与えてくれません。自分のやりたいことや業務

の向き不向きなどもモチベーションに大きく影響します。
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　そこで、自分の力が一番発揮できると思う方向に進めるように常に努力をしました。

　そのときに必要となった３つの大事なものをここで書きたいと思います。

　一つ目は「人とのつながり」でした。理解のある上司・同僚・後輩、それから学生時代の友人はとても大事で

す。悩んだときの心の支えになりますし、相談にのってもらうことで強い力になります。偏った考え方にならない

ようにいろいろな選択肢をもつためにも、多くの人とのコミュニケーションをとっていくことが必ずプラスになり

ます。親しい友人からのアドバイスは素直に受け入れることができます。尊敬できる上司に出会うことで自分の目

標となり、仕事への意欲が向上します。

　二つ目は「行動力」でした。自分がどうしたいかというのはしっかりと周りの人にわかりやすく伝える必要があ

ります。何も伝えずに我慢していても誰も助けてくれません。とにかくアピールすべきです。さらに自分の希望を

伝える手段は言葉だけではなく、行動も重要でした。文句ばかり言っていてもだれも聞いてくれません。やるべき

こと以上のことの仕事をやってから、自分の意思を伝えると理解してもらえる場合が多いです。

　三つ目の一番重要だったものが「運」でした。人によっては何もしなくても自分のやりたい業務を続けることを

出来る人がいます。逆にどれだけ努力しても希望のことが出来ない人もいます。タイミングによってうまくいった

り、だめな場合があります。最近空気を読む（KY）という言葉が流行していますが、そういった能力が必要なのか

もしれません。全然関係ないかもしれませんが、日頃から良い行いをしていたら運もよくなるのではと前向きに考

えるようにしています。

　そのおかげかどうかは分かりませんが、幸運なことに現在の部署では自分の力を発揮できる環境で働く機会を得

ることができたと思っています。あとは自分の知識と実力をUPさせるだけです。 （㈱ルネサステクノロジ）

上向 俊晃 （情報、平12、M13、D16）

　私は、2004年春に卒業後、KDDI株式会社に入社してすぐ、グループ会社の株式会社KDDI研究所に出向し、まもな

く４年が過ぎようとしています。大学、大学院で過ごした８年に比べれば、まだ半分ですが、その経過はとても早

く、充実した日々を送っています。

　KDDIは、携帯電話をはじめとするモバイル通信事業だけでなく、光やADSLなどの固定通信事業も含めた総合的な

通信サービスを展開しています。その総合力を活かせる強みを持っているのがKDDIであり、KDDIのサービスを支え

る技術に関して研究開発しているのがKDDI研究所です。KDDI研究所では、300人にも満たない社員数で、モバイル

から固定まで広範囲に渡って研究開発しています。さまざまな分野の専門家が社内にいますので、自分が考えもつ

かなかった意見を頂いたり、研究内容に関するお話を伺ったりと、上司、先輩、後輩からの普段のサポートだけで

はない、貴重な経験ができます。また、研究テーマはボトムアップ式で提案することが多いため、自分のやりたい

ことができる素晴らしい環境です。この会社に入社できて本当に良かったと思います。

　さて、私は、入社以降、携帯電話のための新たなユーザインタフェースの実現を大きなテーマとして、形状や大

きさはここ10年さほど変化していないにも関わらず、高機能化、高性能化していく携帯電話において、新たな入

力・操作方法やコンテンツ閲覧方法について考え、さらに、将来の携帯電話像について妄想しています。ユーザイ

ンタフェースは、なにが正解なのか明確に示せない難しさもありつつ、少し意外なブレイクスルーで劇的に良くな

る分野だと感じており、その難しさ、面白さに惹かれています。

　入社当初は、慣れない業務に戸惑いや自分へのふがいなさを感じ、目先のことしか考えられなかったですが、最

近は、ある程度視野を広げて考えられるようになったと感じています。最近特に気をつけているのは、何事も経験

だと思い、自分なりに吸収することです。人の話を聞いて分かったつもりになっても、実は理解していなかったこ

とがあります。まったく異なる世界の話を聞いて、ぜんぜん理解できないときもあります。分からないところは分

からないと自覚して、質問したり、調べたりして、自分なりに理解することで、そのときの時間や経験を無駄にし

ないようにしています。それでも、まだまだ未熟だと痛感することがたくさんありますが、素晴らしい専門家揃い

のこの職場で経験を積めば大丈夫だと信じています。

　また、大学時代も含めこれまでに多くの人と出会いました。これらの出会いを通じて、いろいろなことを経験す
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ることができ、今の自分まで成長させてもらった感謝でいっぱいです。この感謝を忘れず、これまでの出会いや経

験を大切にしつつ、これからの出会いや経験に活かしていきたいと思います。さらには、人に影響力のある人間に

なれるよう、日々精進を続けていきたいと思います。 （㈱KDDI研究所）

蓮井　亮介（電子、平15、M17）

　オムロンに入社して約３年が経ちました。この３年間、オムロンの技術本部で在宅医療分野に向けたメディカル

センサーの研究開発に取り組んでいます。メディカルセンサーは病気発見に繋がる予防医療の実現に向けた、安価

かつ簡便な診断手法として注目されており、オムロンではコア技術であるナノインプリンティング技術をメディカ

ルセンサーに応用する技術開発を進めています。私は学部・大学院と八木研究室（旧電子工学専攻）に所属し、生

体システムに関する研究に従事していました。現在、学生時代の研究で得た生物学や生理学の知識が会社で十分に

生かされていることから、大学での研究活動は実に有意義な経験であった、と改めて感じる毎日です。

　この記事の執筆は、あっという間に過ぎ去った、これまでの会社生活を振り返る良い機会になりました。思い返

せば入社１年目、共同研究先から月１回のみ研究所に出社する先輩社員のみで構成されたチームに配属され、会社

の右も左も分からない状態で業務の報告・連絡・相談を電話で行っていました。そうした状況の中での、１年目の

経験は対外折衝力の向上に大いに寄与した、と今では感じます。２年目からは共同研究終了と同時に戻ってきた先

輩社員とともに仕事に取り組み、その研究成果をシンガポールで開催された国際学会で発表する機会を得ました。

初めての単身の海外渡航で、得意とは言い難い英語による発表の中プレッシャーは大きいものでしたが、この経験

によって、今後会社生活で必要不可欠となる情報収集能力やプレゼンテーション能力を高めることができました。

　やっとのことで基本的な仕事の流れや専門知識を習得した３年目の現在、私はメディカルセンサーの光学系立ち

上げ業務に従事しています。センシング方式には局在表面プラズモン共鳴（局在SPR）と呼ばれる現象を利用して

います。局在SPRとは、ナノオーダーの金属凹凸形状に電磁波を照射した際に発生する自由電子の共鳴現象のこと

で、金属表面近傍の屈折率に応じて数nmオーダーで共鳴波長が変化します。我々のチームでは、この共鳴波長変化

に着眼して生体分子の検出を行っています。一般的な生体分子は直径数10nm程度の粒子なので屈折率変化も極めて

小さくなります。そうした生体分子を高感度に検出するため、この数ヶ月間は測定系ノイズや光源の不安定性との

戦いに明け暮れています。この戦いに終わりはあるのか、と途方に暮れることも多々ありますが、理路整然と課題

解決に取り組んでいきます。

　最後に、年に１、２回は特定の学友同士で集まることがあり、お酒を飲みながら度々学生当時の思い出話に花が

咲きます。異なるフィールドの第一線で活躍している学友たちに負けまいと、これからも日々成長していきたいと

思います。 （オムロン㈱）
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裴　　明花（マルチメディア工学専攻・D3）

　私は、日本で留学生として６年間を過してきました。留学生活はけっして楽しいことばかりではなく、言葉のハ

ンデや文化・生活習慣の慣れにおいて、いろいろ大変なこと、辛いことに直面しました。そこでは、自分の目標に

向かって努力し、困難を乗り越えなければいけませんでした。卒業前の今、留学生活を振り返ってみると、先生方

や先輩たちの元で研究をおこなったこと、および良い友達に囲まれて楽しんたことが良い思い出です。

　特に後半の３年間では、私は、大阪大学情報科学研究科の西尾研究室に所属し、日本式の研究室環境に感心しま

した。研究室のなかで、学生たちがいろいろな役を担当して、設備や研究室内のルールを管理しています。また、

学生たち自ら様々なイベントをオーガナイズし、研究室旅行や、ソフトボール大会や、打ち上げパーティなどを多

く行っています。このような方法で、学生たちがスムーズに研究生活を送り、さらに、社会に入る前にいろいろな

経験を積むことができ、責任感を持つようになっていることは素晴らしいことだと思いました。互いに協力し、楽

しむことで、先輩や後輩の間に親しい関係になり、知らず知らずの内にコミュニケーションのよい環境が作られ、

チーム制の研究体制をサポートするようになっています。その中、先輩は後輩が積極的に研究を取り込めるように

指導し、私は先輩からたくさんのことを学ぶことができました。自分が後期課程を終えることもこのような環境、

およびこのような環境をつくり、導いた先生方のお陰であると思っています。

　私は、この場を借りて、先生方に、先輩方に、これまでにお世話になった友人たちに、心を込めて感謝の気持ち

を声にしたいと思います。「これまで、本当にありがとうございました！」

潘　　振興（電気電子情報工学専攻 システム・制御・電力工学コース・M2）

　私は2005年４月に大阪YMCA国際専門学校で日本語を勉強し始めてから、今年３月に大阪大学の修士課程を卒業す

るまで、日本での留学生活は３年が経ちます。私は中学時代から両親と離れて、学校の寮に住んでいましたが、日

本の生活、勉強にはなかなか慣れませんでした。日本へ来た最初の頃は、日本語もほとんど分かっていなかった

し、日本の飲食習慣等も全然違うので、生活がとても大変でした。時間が経つとともに、少しずつ日本での生活に

慣れるようになりました。

　幸運なことに、私は2006年４月に大阪大学の電気電子情報専攻の電力・制御・システムコース修士課程への入学

ができて、熊谷研究室での研究が始まりました。一年だけの日本語勉強では、授業や研究についていくには大変苦

労しました。日本語学校では普段の生活用語しか習っていなかったので、講義での専門用語や内容の理解は難しか

ったのです。さらに、セミナーや学会で日本語を使った発表はもっと難しかったのです。日本語だけが分からない

時は、先生方や日本の学生達に聞いたら、優しく簡単な説明で教えていただけますが、自分で発表となると、言い

たいことを、どうしたら相手に伝えることができ、また理解してもらえるかは非常に困難でした。そこで、同研究

室の日本人の学生達に大変お世話になり、内容の理解や、発表の仕方や、プレゼンテイション資料の作り方にいろ

いろなアドバイスをいただいて、一緒に何回も練習して、やっと上手に発表ができました。また、研究室の花見、

飲み会、忘年会などの行事を通じて、研究室のメンバーととても仲良くなり、楽しく研究してきました。

　大学の２年間で、先生方や同研究室の学生達の真剣な研究態度、一生懸命頑張っている姿を見て、私は感銘を受

け、自分なりに努力し少し成長してきました。研究会や学会、さらに国際会議での大きいチャンスを与えられ、自

分の専門知識を深めて、能力を高めたと共に、自信も増えてきたように思います。

　また、私は私費留学生であって、語学や研究以外に、経済的にも問題があります。大学で研究をしながら、アル

バイトをしなければなりません。生活はさらに忙しくなりましたが、バイト先のメンバーとも仲良くなり、ここで

は勉強以外に日本の風俗習慣を学ぶことができました。

　日本での３年間の留学生活で、先端な科学技術を学ぶことだけでなく、日本の社会や文化を理解し、日本の風俗

学生の声
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習慣を体験し、自分の視野を広げることができて、今後の人生にとって本当にプラスになっていると思います。こ

こで、熊谷研究室の皆さんを始め、留学生活の中でお世話になった方々に、心より感謝の意を表したいと思ってい

ます。

Lee Chee Heng（電気電子情報工学専攻　量子電子デバイス工学コース・M2）

　「えー、日本かよー、面倒くさいなぁ……」

　日本に留学が決まったとき、最初に思ったことはこれでした。と言っても、日本が嫌いだったわけではありませ

ん。日本のドラマや漫画などは、自国のシンガポールにいたころから好んで見たり読んだりしていたので、むしろ

日本は好きでした。

　しかしながら、私にとって日本に留学するということは、自分が志す学科を勉強する以前に、日本語を習得しな

ければならないことを意味していました。これは並大抵のことではありません。

　私は日本のドラマなどが好きだったので、日本語に親しみは持っていたものの、当時日本語の勉強をしたことは

なく、日本語の知識はゼロでした。しかも大学で学べるようになるためには、日常会話レベルの日本語ではなく、

専門用語やその他の難しい堅い表現がたくさん混ざった講義をきいて、聞くと同時に理解できなくてはなりませ

ん。さらに日本の文字も覚えなくてはなりません。留学する前から軽くめまいを覚えました。

　日本に渡って最初の一年間は、大阪外国語大学で日本語を学びました。日本語に加えて、その他の学科の授業も

ありました。かなりハードでしたが、成績が悪ければ国に帰らなくてはならないので、弱音を吐いている場合では

ありません。と言っても勉強ばかりしていたわけではありませんが。初めての日本は新鮮で、特に面白かったのは

UFOキャッチャーでした。シンガポールでは有り得ないぐらい大きなぬいぐるみが景品として置かれてあって、種

類もバラエティに富んでいて、梅田などに遊びに行った際は必ずといってよいほど、UFOキャッチャーで遊んでい

ました。その他、他の留学生にはカラオケなども人気がありましたが、私はこれにはさほど嵌まりませんでした。

　二年目は勉強の甲斐あって大阪大学に入ることができました。やはり、一年目は講義についていくこともままな

りませんでした。先生が話すことの意味を理解する以前に、聞き取れないこともしばしばで、ノートを取るのにも

非常に苦労しました。しかし、授業の後の質問にも親切に対応してくださった先生方のおかげもあり、なんとかや

っていくことができました。

　私の日本語が飛躍的に伸びたのは研究室に入って、研究室のメンバーと身近で話すようになってからのように思

います。と言っても、大阪の人は特に話すのが早い人もいるので、聞き取れないことが今でも実は多々あるのです

が。

　研究室での研究および実験は、私にとって非常に有意義なものでした。学会で発表する機会をいただけたのも、

とてもよい経験になったと思っています。

　最後になりますが、ご指導くださった尾崎教授、藤井准教授、ありがとうございました。

　研究室のみなさんもありがとうございました。またいつかお会いできれば、大変うれしく思います。Thanks for 

everything! Take care everyone and see you soon!
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熊谷信昭先生の瑞宝大綬章ご受章を祝して

　大阪大学元総長の熊谷信昭先生は平成19年11月３日

文化の日にあたり、瑞宝大綬章ご受章の栄に浴されま

した。誠にお目出たく、心からお祝い申し上げます。

　先生は昭和28年大阪大学工学部（旧制）通信工学科

をご卒業になり、昭和31年同大学工学部に奉職されま

した。昭和46年同教授に昇任され、通信工学第１講座

（通信基礎学）を担当されました。昭和55年から２年

間大阪大学学生部長を併任され、昭和60年４月には大

阪大学工学部長、更に同年８月には大阪大学総長にご

就任になり、平成３年の任期満了に伴うご退官に至る

まで、その重責を果たされました。その後、科学技術

会議（現総合科学技術会議）議員など数々の要職を歴

任され、平成16年からは兵庫県立大学長を務めておら

れます。

　先生は、一貫して電磁波論とその工学的応用に関す

る先駆的・独創的研究を推進され、多くのきわめて顕

著な業績を挙げて、新しい電磁波論の開拓と、今日、

電磁波工学とよばれている重要な工学の分野の学問・

技術の確立に主導的役割を果たされました。また、工

学的応用に関する研究としては、マイクロ波からミリ

波および光波帯にいたる電磁波の広汎な領域において

常に他に先駆けた先駆的研究を展開され、多くの際

立った成果を挙げられました。また光波帯における一

連の研究では独創性に富んだ多くの成果を挙げられ、

光ファイバー通信と光エレクトロニクスの進歩に先導

的役割を果たされました。このような類いなきご功績

により、電子情報通信学会から業績賞や功績賞を受け

られたほか、国内外の権威ある学会から多くの賞を授

けられ、平成９年には日本学士院賞をご受賞になり、

さらに平成11年には文化功労者として顕彰されまし

た。また、IEEEからは終身フェロー（Life Fellow）

の称号を贈られています。

　また忘れてはならないのは、先生が学生の教育と後

進の指導・育成に力を尽くされ、学界・産業界に多数

の優れた人材を送り出されたことです。先生は気さく

なお人柄で、弟子達にはいつもにこやかに接してくだ

さいます。また、人の気を逸らさないご講話は何時如

何なる場においても、常に聴く人を魅了して止まない

ことは定評のあるところです。

　先生のご偉業を振り返りますと、瑞宝大綬章の栄誉

は当然ともいえますが、本会としても大変名誉なこと

であり、会員の皆様方とともに、心からお祝い申し上

げる次第です。今後ともご健勝でご活躍されますこと

を心からお祈り申し上げます。

 （北山研一（通信・昭49）記）

長谷川晃名誉教授が日本学士院賞ご受賞

　長谷川晃名誉教授（通信工学科昭和32年卒業）が、

「ファイバー中の光ソリトンの発見とプラズマ乱流の

自己組織化に関する研究」の業績により平成20年度日

本学士院賞をご受賞されました。

　長谷川晃先生は米国ベル研究所にて永らく研究生活

を過ごされた後、平成３年９月に通信工学科通信工学

基礎論講座の教授に就任されました。電子情報エネル

ギー工学専攻先端通信工学講座教授を経て平成10年に

停年によりご退官されるまで、先生ご自身が発見さ

れ、また、解析のための基本方程式を導出されたファ

イバー中の光ソリトンについて理論と実験の両面で精

力的に研究を推進されました。非線形性と分散性を制

御し利用することによって超長距離の高品質光信号伝

送を実現するという考え方は、現在の大容量基幹光フ

ァイバー伝送システムの設計手法に多大な影響を与え

ています。また、教科書「基礎原理にもとづく工科系

の電磁気学」をご執筆されるなど、物事の原理を見極

めることが大切であるという考え方のもとで学生の教

育にあたられ、多くの優れた人材を育成されました。

　光ソリトンの研究は長谷川先生のご業績の一端であ

り、プラズマ物理、宇宙空間物理や核融合など、物理

学から工学にまたがる重要な分野において影響力の大

きな仕事を数多く成し遂げてこられました。今回のご

受賞は、先生のこれまでの幅広いご活躍に対するもの

です。 （松本正行（通信・昭57）記）

受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

熊谷信昭　先生（通信・昭28）

瑞宝大綬章（平成19年度秋の褒章）

長谷川晃　先生（通信・昭32・M34）

日本学士院賞

北山研一　先生（通信・昭49・M51）

志田林三郎賞（総務省・情報通信月間推進協議会）

森田清三　先生

第52回学会賞（瀬藤賞）（社団法人日本顕微鏡学会）

村上孝三　先生（電子・昭46・M48）

戸出英樹　先生（通信・昭63・M平２）

第6回ネットワークシステム研究賞（電子情報通信学

会）

会員の方々のご活躍
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北村喜文　先生

Recognition of Service Award（ACM学会）

三瓶政一　先生

IEEE Fellow

佐々木孝友　先生（電気・昭42・M44）

森　勇介　先生（電気・平元・M3）

吉村政志　先生（電気・平６・M8・D11）

平成19年度科学技術分野の文部科学大臣表彰　科学技

術賞（研究部門）

平木昭夫　先生

International Display Workshop（IDW’07），Best 

Paper Award

白川　功　先生（電子・昭38・M40・D43）

IEEE Milestones「鉄道向け自動改札システムの開

発・実用化」

（受賞者:大阪大学，近畿日本鉄道，オムロン（株），

阪急電鉄（株））

白川　功　先生（電子・昭38・M40・D43）

IEEE RAB Achievement Award

池田博昌　先生（通信・昭34）

電子情報通信学会名誉員

吉野勝美　先生（電気・昭39・M41・D47）

高分子学会「高分子科学功績賞」

佐々木孝友　先生（電気・昭42・M44）

応用物理学会第１回（2007年度）フェロー

森田清三　先生

応用物理学会第１回（2007年度）フェロー

谷口研二　先生（電子・昭46・M48）

応用物理学会第１回（2007年度）フェロー

岸野文郎　先生

北村喜文　先生

伊藤雄一　先生（電子・平10・M平12）

日本バーチャルリアリティ学会　論文賞

三間圀興　先生

American Nuclear Society, Edward Teller Medal

古賀麻由子　先生

High Speed Imaging Award

兒玉了祐　先生（電気・昭60・M62・D平2）

三間圀興　先生

田中和夫　先生（電気・昭49・M51・D58）

疇地　宏　先生（電気・D昭54）

坂和洋一　先生（電気・昭59・M61）

羽原英明　先生

尾崎典雅　先生

重森啓介　先生

Daiwa Adrian Prize 2007

三瓶政一　先生

電子情報通信学会フェロー

森　勇介　先生（電気・平元・M３）

第５回日本バイオベンチャー大賞大阪科学機器協会賞

森　勇介　先生（電気・平元・M３）

DND Entrepreneur of the year 2007

西尾章治郎　先生

塚本昌彦　先生

義久智樹　先生（情報・平14・M15・D17）

電気通信普及財団テレコムシステム技術賞

岸野文郎　先生

北村喜文　先生

伊藤雄一　先生（電子・平10・M12）

インタラクション2008（情報処理学会シンポジウム）

ベストペーパー賞

就任（学会の要職等）

三瓶政一　先生

(社)映像情報メディア学会　副会長（2007年６月１日)

三間圀興　先生

(社)プラズマ・核融合学会　副会長（2007年７月１日)

辻毅一郎　先生（電気・昭41・M43）

大阪大学理事（国際交流推進担当）（2007年８月）

西尾章治郎　先生

大阪大学理事・副学長（研究推進担当）（2007年８

月）

河崎善一郎　先生（通信・昭48・M50・D53）

International Commission on Atmospheric 

Electricity

（ICAE国際大気電気学委員会）President（2007年８

月～2011年７月）
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平成20年度電気電子情報工学専攻役割分担

大学院専攻

電気電子情報工学専攻長 河崎善一郎　教授

電気電子システム工学部門長 上田　良夫　教授

情報通信工学部門長 馬場口　登　教授

量子電子デバイス工学部門長 尾崎　雅則　教授

システム・制御・電力工学コース長

 伊瀬　敏史　教授

先進電磁エネルギー工学コース長 田中　和夫　教授

情報通信工学コース長 北山　研一　教授

量子電子デバイス工学コース長 片山　光浩　教授

電子情報エネルギー工学科（４年）

電子情報エネルギー工学科長 岸野　文郎　教授

電気工学科目長 杉野　　隆　教授

通信工学科目長 北山　研一　教授

電子工学科目長 八木　哲也　教授

情報システム工学科目長 前田　太郎　教授

電子情報工学科（１、２、３年）

電気電子工学科目長 伊瀬　敏史　教授

システム制御電力コース長 〃　　　　

先進電磁エネルギーコース長 田中　和夫　教授

量子電子デバイスコース長 森　　勇介　教授

情報通信工学科目長 北山　研一　教授

情報通信工学コース長 〃　　　　

就職担当

電気系就職担当代表窓口 栖原　敏明　教授

電気電子システム工学部門　就職担当

 伊瀬　敏史　教授

電気工学科目　就職担当 〃　　　　

情報通信工学部門　就職担当 北山　研一　教授

通信工学科目　就職担当 〃　　　　

量子電子デバイス工学部門　就職担当

 栖原　敏明　教授

電子工学科目　就職担当 〃　　　　

電気系人事（平成19年４月２日～平成20年４月１日）

森　　勇介 教　授 H19.5.1 昇　任

熊谷　貞俊 教　授 H19.12.31 退　職

正城　敏博 教　授 H20.1.1 昇　任

白神　宏之 教　授 H20.2.1 昇　任

西原　功修　教　授 H20.3.31 定年退職

瀬恒謙太郎 教　授 H20.4.1 配置換

 （高度人材育成センターから）

舟木　　剛 教　授 H20.4.1 採　用

吉村　政志 准教授 H19.10.1 昇　任

朴　　丙植 准教授 H20.3.31 定年退職

近藤　公伯 准教授 H20.3.31 退　職

谷　　正彦　准教授 H20.3.31 退　職

戸出　英樹 准教授 H20.3.31 退　職

 （大阪府立大学教授へ）

阿部　真之 准教授 H20.3.31 配置換

 （原子分子イオン制御理工学センターへ）

安藤英由樹 准教授 H20.4.1 採　用

伊野　文彦 准教授 H20.4.1 昇　任

木下　和彦 准教授 H20.4.1 昇　任

清野　智史 講　師 H20.4.1 配置換

 （ビジネスエンジニアリング専攻から）

平原　佳織 講　師 H20.4.1 昇　任

笹部　昌弘 助　教 H19.7.1 採　用

尾崎　典雅 助　教 H20.1.16 採　用

奥野　竜平 助　教 H20.3.31 退　職

 （摂南大学准教授へ）

石川史太郎 助　教 H20.4.1 配置換

 （原子分子イオン制御理工学センターから）

小野田　晃 助　教 H20.4.1 採　用

廣森　聡仁 助　教 H20.4.1 採　用

母校の教壇に立つ本会会員（平成19年度）

・電気電子情報工学専攻「離散事象システム論」

 川崎重工業株式会社　技術開発本部システム技術開

発センターシステム開発部　第三課　上級専門職

 長尾　陽一（電子・昭47・M49）

・ 電気電子情報工学専攻「特別講義Ⅲ」

 （株）NTTドコモ　プロダクト部　部長

 永田　清人（通信・昭55・M57）

・ 電気電子情報工学専攻「特別講義Ⅰ」

 JFEスチール（株）東日本製鉄所制御技術室　主任

部員（副部長）

 高橋　暢（電子・昭55・M57）

教室情報
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・ 電気電子情報工学専攻「情報社会と職業」

 三菱電機株式会社　先端技術総合研究所

 ストレージ機器開発プロジェクトグループ光ディス

ク規格開発標準グループ　グループマネージャー

 中根　和彦（電子・昭55・M57）

・ 通信工学科目「情報社会と職業」

 三菱電機（株）先端技術総合研究所・システム最適

化技術部　部長

 熊澤　宏之（通信・昭56・M58・D平10）

・ 電気電子情報工学専攻「特別講義Ⅲ」

 西日本電信電話（株）設備部　企画／設備ＧＤ部門

長

 高橋　成剛（通信・昭56）

・ 電気電子情報工学専攻「特別講義Ⅰ」

 JFEスチール（株）西日本製鉄所制御技術室　主任

部員（副部長）

 村山　薫（電気・昭60・M62）

・ 電気電子情報工学専攻「先端集積エレクトロニクス

工学特論」

 金沢大学　大学院自然科学研究科　助教授

 内橋　貴之（電子・D平10）

・ 情報システム工学科目「ソフトウェア工学」

 （株）NSソリューションズ関西　産業ソリューショ

ン部　取締役部長

 森久　博（情報・D平12）

澪電会会費納入のお願い

　澪電会の財政状況は、諸般の事情により非常に厳しい状況にあります。本会の活動は全て会員

各位からの会費に依存しております。本会の活動をより活発にするために、何卒、平成20年度会

費（4,000円）の早期納入（できれば６月末日までに）にご協力賜りますようお願いする次第で

あります。卒業年度の新しい会員各位の納入率が低くなっております。卒業して間もない方々

も、是非ご協力のほどお願い申し上げます。

　会費納入の便宜を図るため、銀行口座からの会費自動振込制度およびコンビニエンスストアで

の会費納入システム（平成12年10月から導入）も採用しておりますので、是非ご利用下さい。な

お、平成19年５月より、コンビニエンスストアでの会費納入システムの取扱業者を変更すること

になりました。平成19年４月以前に比べ、会費の納入が可能なコンビニエンスストアが若干変更

しておりますので、ご利用の際にはご注意下さい。また、自動振込の銀行口座を変更ご希望の場

合は、澪電会事務局までご一報くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼

書をご送付いたします。

　なお、大学学部卒業時から53年を経過した方の会費は免除になっておりますので、納入の必要

はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げないことになっております。

 会計幹事
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平成 20 年３月電気系卒業者・修了者就職先

電気電子システム工学部門（33名）

東京電力㈱

ソニー㈱

近畿日本鉄道㈱

阪神電気鉄道㈱

四国電力㈱

NTT西日本㈱(2)

関西電力㈱

中国電力㈱

㈱東芝

東芝三菱電機産業システム㈱(2)

松下電器産業㈱

サンディスク㈱

南海電気鉄道㈱

シャープ㈱

大阪ガス㈱

トヨタ自動車㈱

三菱電機㈱(2)

三井造船㈱

㈱神戸製鋼所

シスコシステムズ合同会社(2)

サミー㈱

中部電力㈱

㈱旭硝子

㈱ブリヂストン

川崎重工業㈱

㈱NTTファシリティーズ

㈱デンソー

古野電気㈱

北陸電力㈱

情報通信工学部門（41名）

TIS㈱

松下電器産業㈱(2)

トヨタ自動車㈱

㈱東芝(2)

三菱重工㈱

讀賣テレビ放送㈱

ソニー・エリクソン・モバイルコミュニケーション㈱

NTTコミュニケーションズ㈱

㈱NTTドコモ関西

東日本旅客鉄道㈱

NTT西日本㈱(2)

兼松㈱

マイクロソフト　ディベロップメント㈱

新日鉄ソリューションズ㈱

大和証券SMBC㈱

三菱電機㈱(2)

㈱日立製作所

三菱電機エンジニアリング㈱

朝日放送㈱

オムロン㈱

富士通アクセス㈱

NECソフト㈱

㈱デンソー

NTTドコモ中国㈱

阪神電気鉄道㈱

アーサー・D・リトル㈱

富士通㈱(2)

㈱野村総合研究所

㈱NTTデータ(2)

毎日放送㈱

中国電力㈱

㈱NTTデータ　

日本テキサス・インスツルメンツ㈱

㈱島津製作所

富士通テン㈱

量子電子デバイス工学部門（51名）

㈱東芝(3)

日東電工㈱

㈱三菱電機

㈱神戸製鋼所

㈱ルネサステクノロジ

日立電線㈱

電気電子システム工学部門（５名）

東京大学大学院

奈良先端科学技術大学院大学

専門学校TAC

大原簿記専門学校

日本生命保険相互会社

情報通信工学部門（11名）

奈良先端科学技術大学院大学(2)

神戸大学大学院

日本情報産業㈱

エース㈱

京セラ㈱

朝日放送㈱

㈱リクルート

KDDI㈱(2)

未定

量子電子デバイス工学部門（６名）

東京大学大学院(2)

徳島県庁

スタンレー電気㈱

ソニーイーエムシーエス㈱

長瀬産業㈱

情報システム工学科目（３名）

奈良先端科学技術大学院大学

グローリー㈱

自営業

■学部卒業生の進学・就職先（本会に関わる内部進学者を除く）

　 　

■大学院前期課程修了者
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㈱デンソー(2)

トヨタ自動車㈱(2)

サントリー㈱

㈱リクルート

大阪ガス㈱

キヤノン㈱(3)

三菱重工業㈱(3)

三菱電機㈱(2)

松下電器産業㈱(4)

シャープ㈱(4)

㈱日立ディスプレイズ

シスメックス㈱

㈱島津製作所

富士ゼロックス㈱

㈱村田製作所(2)

住友電気工業㈱(2)

ローム㈱

日本電気㈱

大日本スクリーン製造㈱

松下電工㈱

オリンパスメディカルシステムズ㈱

オリンパス㈱

ファナック㈱

川崎重工業㈱

オムロン㈱

帰国(2)

留学

情報科学研究科（31名）

㈱野村総合研究所

トヨタ自動車㈱

NTTコミュニケーションズ㈱

フリースケール・セミコンダクタ・ジャパン㈱

三菱電機㈱

㈱野村総合研究所(2)

関西電力㈱

TIS㈱

㈱NTTデータ(3)

㈱三菱総合研究所

ソニー㈱

㈱ルネサステクノロジ

㈱メガチップス

ソニー・エリクソン・モバイルコミュニケーション㈱

㈱コナミデジタルエンタテインメント

任天堂㈱

㈱村田製作所

㈱バンダイナムコゲームス

㈱博報堂DYメディアパートナーズ

松下システムソフト㈱

シャープ㈱(3)

㈱日立製作所

ダイキン工業㈱

グローリー㈱

オリンパス㈱

電気電子システム工学部門（７名）

Ecole Polytechnique

リバモア研究所

舞鶴工業高等専門学校

日本原子力研究開発機構

産業技術総合研究所

セイコー化工機㈱

未定

情報通信工学部門（９名）

愛媛大学

㈱日立製作所

FPTソフトウェアジャパン㈱

NTT㈱

帰国

未定(4)

量子電子デバイス工学部門（14名）

大阪大学(3)

延辺大学

King Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang

(財)レーザー技術総合研究所

産業技術総合研究所

物質・材料研究機構

㈱日立ハイテクノロジーズ

松下電工㈱

㈱Rosnes

松下電工㈱

㈱東芝

未定

情報科学研究科（４名）

エス・ティ・マイクロエレクトロニクス㈱

㈱ルネサステクノロジ

日本電気㈱

富士通㈱

　 　

■大学院後期課程修了者

注意：学部の電気、通信、電子工学科目に関しましては所属研究室で分類しました。会社名等の後ろのカッコ内数字は人数

（数字のないものは一人）を表します。調査時（平成20年３月末まで）に回答の得られたものを（順不同で）記載しま

した。
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［本部］

会　長

 三坂　重雄（電子・昭38） シャープ（株）

副会長

○白川　　功（電子・昭38） 兵庫県立大学

 池田　博昌（通信・昭34） 東京情報大学

 田中　祀捷（電気・昭37） 早稲田大学

 宮田　昌近（通信・昭40） 金沢工業大学

 山本　　勝（電子・昭42） 名古屋工業大学

 白髭　修一（電気・昭46修）中国電力（株）

 坂入　修二（電気・昭47修）四国電力（株）

○谷口　研二（電子・昭46） 阪大・工・電電情・子

幹　事

○田中　和夫（電気・昭49） 阪大・工・電電情・気

 田中　和浩（電気・昭49） （株）ダイヘン

 横川　正道（電子・昭49） 住友電工（株）

○西村　博明（電気・昭50） 阪大・レーザー

 亘　　信二（通信・昭50） 南海電気鉄道（株）

 山田富美夫（電気・昭51） （株）東芝

 松永　豊己（通信・昭51） 日本電気（株）

 中前　幸治（電子・昭52） 阪大・情報科学研究科

 庄中　　永（通信・昭54） オムロン（株）

○馬場口　登（通信・昭54） 阪大・工・電電情・通

 松井　謙二（通信・昭54） 松下電器産業（株）

 天野　督士（電気・昭55） シャープ（株）

 長尾　　哲（電子・昭55） 三菱電機（株）

○熊澤　宏之（通信・昭56） 三菱電機（株）

 岸元　泰親（電子・昭57） シャープ（株）

○稲田　浩二（通信・昭57） 関西電力（株）

 内海　利也（電気・昭58） ＪＲ西日本（株）

 尾崎　雅則（電気・昭58） 阪大・工・電電情・子

 黒部　彰夫（電気・昭58） 松下電器産業（株）

 田辺　達也（電子・昭58） 住友電工（株）

 壇　　　徹（電子・昭58） 三洋電機（株）

○坂和　洋一（電気・昭59） 阪大・レーザー

 藤田　卓志（電子・昭61） （株）富士通研究所

 森　　伸也（電子・昭61） 阪大・工・電電情・子

 米田　秀弥（通信・昭62） 西日本電信電話（株）

○丸田　章博（通信・昭63） 阪大・工・電電情・通

 山田　佳弘（通信・平２） （株）日立製作所

 前川　浩二（通信・平４） 関西電力（株）

○宮本　俊幸（電子・平４） 阪大・工・電電情・気

 原　　隆浩（情報・平７） 阪大・情報科学研究科

 吉村　尚洋（電気・平12） 三洋電機（株）

連絡先：〒565-0871 吹田市山田丘2-1

大阪大学　大学院工学研究科　電気系内

澪電会事務局　安井晴子

TEL：06-6879-7789（ダイヤルイン）

FAX：06-6879-7774

E-mail：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

　平成19年度澪電会本部役員としてご尽力頂いた方々は下記のとおりです。○印は平成19年度、新たに就任された

役員です（敬称略）。役員氏名の他に、連絡先を付記してありますのでご用の節はお気軽にご連絡下さい。

澪電会役員

阪大・工・電電情・気：大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　電気電子システム工学部門

阪大・工・電電情・通： 〃   〃  〃 情報通信工学部門

阪大・工・電電情・子： 〃   〃  〃 量子電子デバイス工学部門

阪大・情報科学研究科： 〃 大学院情報科学研究科

阪大・レーザー　　　： 〃 レーザーエネルギー学研究センター
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［東京支部］

支部長

 池田　博昌（通信・昭34）東京情報大学名誉教授

代表幹事

 村上　敬一（電子・昭49）（株）富士通　

 川野　　強（通信・昭45）

 住友電工ネットワークス（株）

事務局

 福山　訓行（通信・昭55）（株）富士通研究所

 〒211-8588　川崎市中原区上小田中4-1-1

 （株）富士通研究所　パーソナルシステム研究セ

ンター

 TEL：044-754-2575

 FAX：044-754-2646

 E-mail：noriyuki@jp.fujitsu.com

 片山　　誠（電気・昭62）住友電気工業（株）

 〒244-8588　横浜市栄区田谷町1

 住友電気工業（株）光通信研究所　光部品研究部

 TEL：045-853-7167

 FAX：045-851-1557

 E-mail：katayama-makoto@sei.co.jp

［東海支部］

支部長

 片山　正昭（通信・昭56）名古屋大学

代表幹事・事務局　

　○山口　雅史（電子・平３）

 〒464-8603　愛知県名古屋市千種区不老町C3-1

 名古屋大学工学研究科電子情報システム専攻

 TEL：052-789-3638

 FAX：052-789-3156

 E-mail：yamaguti@nuee.nagoya-u.ac.jp

［北陸支部］

支部長

 宮田　昌近（通信・昭40）金沢工業大学

代表幹事・事務局

 山田　省二（電子・昭49）

 北陸先端科学技術大学院大学

 〒923-1292　石川県能美市旭台1-1

 北陸先端科学技術大学院大学

 TEL：0761-51-1460

 E-mail：shooji@jaist.ac.jp

［九州支部］

支部長

 田中　祀捷（電気・昭37）早稲田大学

代表幹事

 金籐　敬一（電気・昭46）九州工業大学

事務局

 服部　励治（電気・昭61）九州大学

 〒812-8581　福岡県福岡市東区箱崎6-10-1

 九州大学　大学院システム情報科学研究科

 電子デバイス工学専攻

 TEL：092-642-4012

 FAX：092-642-4015

 E-mail：hattori@ed.kyushu-u.ac.jp

［四国支部］

支部長

 坂入　修二（電気・昭47修）四国電力（株）

代表幹事・事務局　

 尾田　牧弘（電気・昭57）四国電力（株）

 〒760-8501　高松市亀井町7

 四国電力（株）電力輸送本部　送変電部

 TEL：050-8801-3850

 FAX：087-826-1074

 E-mail：oda11405@yonden.co.jp

［中国支部］

支部長

 白髭　修一（電気・M昭46）中国電力（株）

代表幹事・事務局　

 三川　玄洋（通信・平３）中国電力（株）

 〒730-8701　広島市中区小町4-33

 中国電力（株）経営企画部門　電源計画担当

 TEL：050-5521-1201

 E-mail：358870@pnet.energia.co.jp

　澪電会支部としては、東京、東海、北陸、中国、四国、九州支部が活動を行っています。最新の連絡先を付記し

てありますのでご用の節はお気軽にご連絡下さい。

支部連絡先
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電気昭和26年卒同窓会

日　時：平成19年10月25日（木）

場　所：大阪大学中之島センター

出席者：桜井先生

 対尾、絹川、栗山、近藤、岡本、今村

 計　７名　　　

　恒例の電気26年卒の同窓会を桜井先生の御出席を賜

り６名の卒業生が集い大阪大学中之島センターで開催

しました。

　昼食を囲んでの短い時間でしたが地元大阪を始め遠

く鳥取、高松、名古屋の各地から集った同級生が桜井

先生を囲んで一年振りの再会を喜びお互いの近況を語

り合い楽しいひと時を過ごすことが出来ました。

　この同窓会は昭和56年に発足以来幹事を大阪を主体

に四国、中国、東京および名古屋と持ち回りで運営し

回をかさねること21回になりましたが会員も殆どが傘

寿を越える年齢となり出席者も年々減少の傾向にあり

ます。関西地区の会員が半数を占めていることから幹

事は従来の持ち回りのままで開催場所を大阪大学中之

島センターに決め３年目になりましたが会員の高齢化

に加え体調のすぐれない人も急速に増えてきており同

窓会の運営も大きな曲がり角にさしかかっています。

 （今村　記）

通信昭和26年卒同窓会

日　時：平成19年10月24日（水）

場　所：東京上野　韻松亭

出席者：浅居、去来、市川、雄埜、長岡、原、

 福島、保田、山縣

 計　９名　　　

 （長岡　記）

電気昭和27年卒さんもく会西部ミニ同窓会

日　時：平成19年11月15日（木）

場　所：大阪市道頓堀　かに道楽本店

出席者：木本、坂本、渡邉、中野（写真左より）

 計　４名　　　

　大阪周辺在住者のさんもく会は卒業以来55年、常連

の松岡君と米田君は所用で欠席のため４名の会合に

なった。既に14名のクラスメートを亡くしている。

　今回の会合は色々考え、検討した末、旬の蟹で懐か

しいひと時を過ごすことになりました。

同窓会だより
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　当然のように話題は、若い頃特に戦中の思い出話、

クラスメートの近況、良い健康と体調の維持に心掛け

る日頃の生活や健康体操、呼吸法の大切さなど、当に

談論風発、予定の２時を大分過ぎたところでそれぞれ

家路に着きました。

　次回は時期、場所とも未定でありますが、お知らせ

すれば都合が許す限り一人でも多く集まって欲しい思

いがします。

 （木本　記）

電子昭和37年卒同窓会

日　時：平成19年10月20日（土）～21日（日）

場　所：日本平エリア（登呂遺跡見学、日本平ホ

テル泊、久能山東照宮見学、待月楼な

ど）

出席者：稲邑、岸本、木谷、児玉、小林、柴田、

白土、高橋、玉置、平田、宮崎、谷井、

蒲生、嶋田、金子

 計　15名　　　

　当日は、天気が良く、温かく、格好の日和となりま

した。日本平ホテルから、うっすらと初冠雪した富士

山も見え、雄大な景観を満喫できました。40周年の時

に比べて参加者が減りましたが、皆元気で、登呂遺

跡・芹沢美術館の見学、宴会、翌日の東照宮見学・待

月楼のとろろ汁昼食など、盛り沢山のメニューを楽し

むことができました。また、小千谷市長となられた谷

井（ヤツイ）氏も参加され、話題に花が咲きました。

次回は、小千谷で行おうとの決定もなされました。

 （金子　記）
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澪電会ホームページのご案内

　平成12年度から開始した澪電会ホームページでは、

本会の各種内容をより積極的に会員の皆様にお伝えす

るとともに、皆様の利便性の向上を目指して情報公

開に励んでおります。平成15年６月よりは、大阪大

学工業会（会長：鈴木胖　元澪電会会長、兵庫県立

大学副学長）のホームページであるTechno-Net Web 

（http://www.osaka-u.info/）のサーバのもと、下記

アドレスからアクセス可能となっています。

http://www.osaka-u.info/~reidenkai/

　主な内容と致しましては、お知らせ、会長ご挨拶、

会則、澪電会ニュース、母校のニュース、会費納入方

法、個人情報の変更、澪電会役員一覧、関連リンク等

となっております。会報「澪電」の閲覧も可能となっ

ています。現在、昭和55年発行の創刊号から昨年度発

行の第28号までが掲載されています。さらに、各支部

のホームページへのリンクも作成しております。

　今後は、個人情報の保護の観点からセキュリティの

向上を図っていくなど、インターネットの急速な普及

のもとで、会員の皆様にとってより役立つシステムに

なるように努めていきたいと考えております。

　益々の充実化を図るため皆様のご意見を下記担当幹

事まで頂戴できれば幸いでございます。

（森　伸也 nobuya.mori@eei.eng.osaka-u.ac.jp

 （電子・昭61）記）

平成19年度　総会・講演会・懇親会

　平成19年６月１日（金）大阪梅田・新阪急ホテルで

144名の参加者を得て行われた。総会に先立って、「花

の間」で午後５時半から平成19年度澪電会講演会が開

催された。今回は、電気電子システム工学部門の熊谷

貞俊教授から「自律分散の思想と技術」と題してお話

をいただいた。長年の研究成果に基づいた興味深い有

益な講演であった。

　引き続き総会が、午後６時半から同じく「花の間」

で尾崎雅則幹事（電気・昭58）の進行役のもとで行わ

れた。鈴木胖会長（電気・昭33）の挨拶の後、平成18

年度事業報告が宮本伸一総務幹事補佐（通信・平２）

から、また平成18年度決算報告が中前幸治会計幹事

（電子・昭52）から行われ、それぞれ承認された。続

いて、鈴木会長より三坂重雄氏（電子・昭38）を新会

長に推薦する旨の提案があり、拍手を持ってこれを承

認し、三坂新会長の就任の挨拶が行われた。次に、新

副会長に白川功氏（電子・昭38）ならびに谷口研二氏

（電子・昭46）の推薦と、新幹事14名の指名が行わ

れ、拍手を持って承認された。引き続き中前幸治新総

務幹事から平成19年度事業計画案が、また馬場口登新

会計幹事（通信・昭54）から平成19年度予算案の説明

が行われ、何れも承認された。

　懇親会は、会場を「紫の間」に移して、中前幸治総

務幹事の司会のもとに行われた。三坂会長の挨拶の

後、宮原秀夫大阪大学総長（通信・昭42）、熊谷信昭

大阪大学元総長（通信・昭28旧）からご祝辞を頂戴し

た。引き続き、遠方より駆けつけていただいた池田

博昌東京支部長（通信・昭34）、宮田昌近北陸支部長

（通信・昭40）、田中祀捷九州支部長（電気・昭37）

の紹介があり、代表して田中支部長よりご挨拶を頂戴

した。その後、各支部からの祝電披露の後、鈴木胖前

会長の音頭で乾杯し、賑やかな歓談のひとときを持っ

た。最後に白川功副会長のご発声のもと万歳三唱を行

い、盛会裡に散会した。

 （尾崎雅則（電気・昭58）記）

第25回　澪電会見学会

　標記見学会が平成19年11月21日（水）に行われまし

た。今回の見学先は３ヶ所、「けいはんな学研都市」

にある国立国会図書館　関西館、（株）国際電気通信

基礎技術研究所（ATR）、および秋篠寺でした。

　例年通り（我々見学担当者は初めてでしたが）、JR

新大阪駅の一階団体待合室に集合し、まだ足の怪我が

完治しておらず残念ながら欠席される事になった安井

さんに見送られながら９時過ぎにバスが出発しまし

た。最初の見学先、国立国会図書館　関西館に到着し

たのは、予定を約30分オーバー10時半前でした。３名

の現地合流の方々を加え、計30名の見学会がスタート

しました。

　国立国会図書館は、納本制度によって日本で出版さ

れた資料のすべてを保存するという使命を持った図書

館です。関西館は、東京本館に収蔵できなくなった資

料を移送して、平成14年10月に開館しました。国際コ

ンペによって選ばれた建築家　陶器二三雄氏設計の建

澪電会だより
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物は日本建築学会賞を受賞した著名な作品でもあり、

地上、地下各４階、最下層から３階まで吹き抜けのア

トリウムを持つガラス張りの美しい建物です。収蔵能

力を高めるために国内最大規模の移動書庫を採用し、

コンピュータ制御の無人搬送車で資料の管理を自動化

するなど、高度情報化社会に対応した電子図書館の新

機能を盛り込んでいます。今回は、紹介ビデオを見せ

ていただいた後、広大な閲覧室と移動書庫システムを

見学させていただきました。地下１階にある閲覧室は

広さ4500㎡、天井高５ｍで、天井部からの自然な採光

が印象的で、広くて高い室内と整然と並んだ閲覧用の

机、検索用のパソコンに圧倒されました。書庫は地下

２階から地下４階に収納されています。このうち地下

３－４階の一部を吹き抜けにして約140万冊の収容能

力を持つ自動書庫が設置されていました。

　図書館４階屋上庭園横にあるカフェテリアにて昼食

をとらせていただき、三坂会長のご挨拶の後、１時間

ほどの歓談を楽しみました。

　1時過ぎから２つ目の見学先、図書館から数100m

離れた所にある（株）国際電気通信基礎技術研究所

（ATR）に移動しました。まず、６つの研究所から構

成されているATRの概要と、知識科学研究所の取り組

んでおられる「E-ナイチンゲールプロジェクト」につ

いて説明をしていただきました。これは医療スタッフ

の日々のアクティビティを、ユビキタス技術でモニタ

リングし、収集されたデータを解析して業務の改善や

事故の原因究明に役立るというプロジェクトです。そ

の後２班に分かれて、様々な話題や環境で話された言

葉の認識・翻訳をめざした研究「音声翻訳システムと

対話」（音声言語コミュニケーション研究所）と、遠

隔操作機能を有する実在人間型ロボットのプロトタイ

プ「ジェミノイド」（知能ロボティクス研究所）を見

学させていただきました。ジェミノイドは、皮膚表面

がシリコンゴムでできており、46の自由度を持ちエ

アーコンプレッサーで駆動されます。さらに、この研

究の当事者であるATR客員研究員で大阪大学教授の石

黒浩氏の全身を型どり・コピーして作られたまさに人

間の生き写しロボットです。約２時間に渡って、この

分野の最先端の研究結果を目の当たりにしました。

　３時過ぎにATRを後にし、京奈和自動車道を通って

最後の目的地、秋篠寺に到着したのは４時前でした。

秋篠寺は美しい雑木林の中にひっそり佇む清楚なお寺

です。国宝の本堂にはおだやかな微笑みと立ち姿の美

しさで知られる伎芸天立像（重文）が安置されてお

り、名調子の説明とともに約１時間、秋のひとときを

堪能しました。

　近鉄西大寺駅で約半数の皆さんが降車され、6時過

ぎに新大阪駅で解散となりました。

　最後に、30名もの見学を受け入れて下さり、丁寧な

説明と質問への対応をしていただいた国立国会図書館

関西館とATRの皆様に心より御礼申し上げます。

 （坂和洋一（電気・昭59）、　　

 西村博明（電気・昭50）記）

平成19年度電気系卒業祝賀・謝恩会

　平成19年度電気系卒業祝賀・謝恩会は平成20年３月

25日（火）学位授与式当日の午後６時から、千里阪急

ホテル・千寿の間において開催された。今年から卒業

式と学位授与式が２日間に分かれて開催されるため、

24日（月）に卒業式を済ませた学部卒業生の出席が心

配されたが、卒業生出席者数291名（情報システム工

学科目、情報科学研究科を除く）にご来賓、電気系職

員、澪電会役員の方々をあわせて400名近い出席者を

得た。

　式典の部は尾崎雅則　幹事（電気・昭58）の司会で

進められ、最初に澪電会会長・シャープ（株）常任顧

問の三坂重雄様（電子・昭38）から祝辞を戴いた。つ

いで大阪大学同窓会連合会会長・大阪大学元総長・名

誉教授・兵庫県立大学学長の熊谷信昭先生（通信・

昭28旧）、南海電気鉄道（株）取締役社長の亘信二様

（通信・昭50）のご両名から来賓の祝辞を戴いた。最

後に、電気系教員代表として、電気電子情報工学専攻

長の河崎善一郎先生（通信・昭48）から祝辞を戴い

た。このあと、各支部からの祝電の披露があり、パー

ティーに移った。

　パーティーの部は宮本俊幸　幹事（電子・平４）の

司会で進められた。まず、大阪大学理事・名誉教授の

辻毅一郎先生（電気・昭41）のご発声で乾杯し、歓談

に移った。宴もたけなわの頃、三坂会長より工学賞の

上村昌弘君（電気工学科目）、兼頭亮介君（通信工学

科目）、申定訓君（電子工学科目）、および賞の次点者

へ記念品の授与があった。ひきつづき、先端通信エキ

スパート養成プログラム・提案型研究優秀研究課題の

表彰式が行われ、河崎専攻長より、加田渉君、石川一

平君、井原陽平君、小林初美さんの研究グループ、中

堤基彰君、中川真君、西田明憲君の研究グループ、中

嶋大介君、片山敦史君、西川建一君の研究グループ、

小畑晴香さん、木原崇雄君へ記念品の授与があった。

そのあと、恒例の福引き、お餅つきが賑やかに行わ

れ、ついで卒業生の代表としてシステム・制御・電力

工学コース・博士前期過程の小川優里さんから教員お
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よび澪電会諸先輩への感謝と将来への決意が述べられ

た。最後に澪電会副会長・電気電子情報工学専攻教授

の谷口研二先生（電子・昭46）の音頭で万歳三唱し、

めでたく、祝賀・謝恩会はお開きとなった。

　ご臨席賜り、祝辞を戴きましたご来賓の方々に厚く

お礼申し上げます。また、ご多用中にもかかわらず、

臨席戴きました電気系職員の方々にもお礼申し上げま

す。澪電会事務局の安井晴子様にはいつもながら献身

的に会の準備にあたっていただき、さらには電気系秘

書の方々、一部の学生諸君には準備・受付業務などを

お手伝い戴きました。これらの方々に心よりお礼申し

上げます。今年も快く記念品、福引きの景品を寄贈戴

きました関西電力（株）、シャープ（株）、住友電気工

業（株）、（株）ダイヘン、（株）東芝、南海電気鉄道

（株）、西日本旅客鉄道（株）、NTTグループ各社（ド

コモ関西、データ、コムウェア）、（株）日立製作所、

富士通（株）、松下電器産業（株）、三菱電機（株）、

（株）ルネサステクノロジ、日本電気（株）の各社様

に厚くお礼申し上げます。

 （宮本俊幸（電子・平４）記）

平成19年度澪電会東京支部総会報告

　平成19年澪電会東京支部総会が４月20日午後６時よ

りメルパルク東京にて開催されました。ご来賓とし

て、鈴木胖会長、三坂重雄副会長、北山研一総務幹

事、事務局の安井晴子様、また、大阪大学工業会東京

支部から副会長の望月徹英様にご臨席頂きました。基

礎工学部からのご参加15名を含め、総勢196名の盛会

でありました。

　今回は、総会幹事会社のアレンジにて、「コン

ピュータグラフィクスとエンターテインメント」と題

したS35年通信卒、元・阪大電子工学科助教授の大村

皓一先生（宝塚造形芸術大学　メデイア・コンテンツ

学部長）の講演会を実施いたしました。コンピュータ

グラフィクス（CG）という言葉すら無かった時代に多

くの難関を乗り越えて、専用ハードウェア／ソフト

ウェアを開発、映画等エンターテインメントとして実

用化していく過程を非常に面白くご紹介いただきまし

た。筑波EXPO’85のDNA構造などの映像を作成した当時

と現在の卒業生と興されたCG制作会社とでは、使用す

るハードウェアがCG専用に独自開発したスーパーコン

ピュータ（Links）からパソコンへと変化し、制作す

る人間も電子情報系技術者からアーティストへと変わ

ってきているという、時代の急速な変化を感じさせる

興味深い内容でした。

　続く懇親会では、まず、池田博昌支部長から、最近

の個人情報保護など会員への連絡が困難になる中で、

澪電会の活動をより活発に行いたいとの挨拶があり、

鈴木胖会長からは澪電会、工業会、OB会連合を通じ

て、会員の活発な交流を促していきたいとのお言葉を

頂きました。続いて、工業会東京支部を代表して、望

月徹英様に工業会の活動内容をご紹介いただきまし

た。参加者全員の記念撮影を挟んで、三坂重雄副会長

のご発声にて乾杯。和やかな歓談のなか、北山研一総

務幹事から近年著しい再編を行った大学・大学院の近

況についてご報告いただきました。最後に、本年度幹

事会社を代表して川野強（住友電工）挨拶、次年度幹

事会社を代表して西井龍五様の挨拶／万歳三唱をもっ

て総会全予定を盛会裏のうちに無事終了致しました。

（川野（通信・M昭47）、村上（電子・M昭51）、片山

（電気・D平５）、福山（通信・M昭63）記）

平成19年度澪電会北陸支部総会報告

　澪電会北陸支部平成19年度総会に関連する諸行事

は、11月10日（土）石川県能美市の北陸先端科学技術

大学院大学（総会）、加賀東芝エレクトロニクス（見

学会）、加賀白山荘（懇親会）で開催された。本部か

らのご来賓は、三坂会長、白川副会長、中前幹事の３
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名であった。

　午後１時からの総会では、三坂会長のご挨拶の後、

宮田支部長の方より、平成18年度事業報告、及び会計

決算報告があり、了承された。続いて、平成19年度事

業計画、及び予算案の提案があり、拍手で承認され

た。又議事として、資料の引き継ぎ、web site問題、

若手への宣伝の検討が提案され、若干の議論を行った

後前２者はほぼ提案／報告通り、又宣伝はさらに工夫

して広げて行くこと等を確認した。その後中前幹事よ

り本部報告、及び『最近の大阪大学と電気系学科の現

状について』と題するご講演を受け、昨今の電気系離

れ等に付いて議論を行った。

　総会後、午後２時半頃からバスで約10分の加賀東芝

エレクトロニクス（株）へ移動し、10月落成の新工場

も含め約１時間半の見学会を当該担当者のご丁寧なご

案内により無事行うことができた。関係者の皆様には

この場をお借りして御礼申し上げます。

　見学会の後再度バスで加賀白山荘へ移動し、午後５

時頃より懇親会を開催した。懇親会では、三坂会長、

宮田支部長のご挨拶に続き、白川副会長により乾杯の

音頭が取られにぎやかな開会となった。その後参加者

全員が自己紹介をかねてそれぞれの近況等に付いて順

番に発言し、大変楽しい宴が続いた。しかしながら、

次第にJR小松駅からの帰りの列車ダイヤの時間が迫

り、最後は自己紹介も短縮せざるを得ないような状況

であった。最後に来年は福井の方でさらに盛大に総会

を開催し再会することを申し合わせて散会した。宮田

支部長を始め役員の皆様大変お疲れ様でした。

 （山田省二（庶務幹事）記）

平成19年度澪電会東海支部総会報告

　澪電会東海支部は、平成19年10月27日（土）、支部

総会、見学会および懇親会を開催しました。ご来賓と

して澪電会会長の三坂重雄様、副会長の白川功先生、

総務幹事代理の三浦克介先生、事務局の安井晴子様に

お出で頂きました。支部からは山本勝澪電会東海支部

長（電子・昭42）をはじめ、昭和32年度卒から平成19

年度卒までの27名の参加者を得て、合計31人の盛会と

なりました。

　当日は名鉄尾張横須賀駅に集合後、バスで愛知県東

海市にある新日本製鐵㈱名古屋製鐵所に移動し、所内

澪電会会員でもある従業員の方のご案内で製鐵設備を

見学しました。名古屋製鐵所の高炉は今年４月に拡大

改修工事が完了した世界最大規模のものとのことで

す。その高炉からでてきた液状の銑鉄（溶銑）を転炉

に装入する様子、鉄の塊であるスラブが高速で圧延さ

れていく様子などを見学しましたが、いずれもダイナ

ミックなものでした。製鋼工程においては、品質を高

めるために電磁力やプラズマを、熱延工程では各種制

御に現代制御理論や最適化理論などが用いられている

とのことで、澪電会会員にも大変なじみ深く、また興

味深いものでした。

　総会は、製鐵所内にある設備開発センタープレゼン

テーションルームで開催されました。山本支部長によ

る開会の御挨拶の後、三坂重雄澪電会会長から御挨拶

を頂戴しました。その中では、本年が４年に一度の名

簿発行の年であることなどが紹介され、会員相互間の

連絡を密にし、同窓会組織を有効に活用して欲しいと

のお言葉を頂きました。続いて、副会長の白川先生よ

り東海支部会員への励ましの言葉を頂き、その後、三

浦総務幹事代理より「最近の大阪大学電気系学科・専

攻について」という題目でご講演をいただきました。

大阪大学執行部における澪電会会員の活躍状況、大阪

大学と旧大阪外国語大学の統合、全国の大学・電気系

学科が共通で抱える課題、大阪大学での先進的な取り

組みなど興味深い内容をご紹介いただきました。続い

て議事に入り、予算決算の承認の後、山本支部長よ

り、平成20年度からの支部長として片山正昭氏（通

信・昭56）が推薦され、来年度幹事団構成と共に了承

されました。最後に、東海支部の事業に関する報告と

計画が原案通り承認されました。

　総会終了後は、総会会場に近接する公園クラブグリ

ルにバスで移動し、懇親会を開催しました。懇親会よ

り、同日に製鐵所を見学していた未来の澪電会会員

（現役大学院生）12名も加わり、盛大なものとなりま

した。記念撮影の後、ビールで乾杯し、来賓と会員、

会員相互で話が弾み、木村　兵二様（通信・昭32）の

音頭のもと、万歳三唱で懇親会を終えました。

　最後に、見学会・総会および懇親会会場のお世話を

いただいた名田満幹事（電気・昭58）をはじめとする
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新日本製鐵（株）名古屋製鐵所に所属する澪電会会員

諸兄に厚く御礼申し上げます。

 （平田晃正（通信・平８）記）

平成19年度澪電会中国・九州支部総会報告

　澪電会中国支部および九州支部では，新しい試みと

して合同にて支部総会および懇親会を11月17日（土）

に行いました。今回は合同開催ということもあり，本

部より前会長の鈴木胖先生，会長の三坂重雄様，副会

長の白川功先生，総務幹事の中前幸治先生，事務局の

安井晴子様と多数ご出席いただきました。

　中国支部からは三上彦三（気S23）、岩澤宏（通

S26）、岩川泰而（気S34）、白髭修一（気S46）、山根芳

郎（基礎工電気S47）、朝山修（気S48）、高見佳宏（気

S59）、相木泰治（気H01）、中村佳司（通H01）、三川玄

洋（通H03）、末盛崇（気H07）、正富久貴（気H07）が

出席し、九州支部からは河村寿三（気S29）、田中祀捷

（気S37）、金藤敬一（気S46）、三谷康範（気S56）、服

部励治（気S61）、吉水清文（気S62）、中村健一（気

S63）、内藤正路（子H01）、大門秀朗（子H02）、田口彰

（気H07）、渡邊政幸（気H13）、橋口卓平（気H17）が

出席しました。

　開催地は両支部の境界線にある門司・下関地区とし

ました。当日はJR小倉駅に集合後，バスにて両地区の

小観光を行いました。門司地区では門司麦酒煉瓦館を

訪れ，ゴシック様式の旧サッポロビール九州工場事務

所棟と赤煉瓦造りの醸造所を見学しました。煉瓦館館

長には大変丁寧なご案内をいただきました。この場を

借りて厚く御礼申し上げます。その後，関門海峡を

渡って下関地区へと移動し，海峡のみならず周辺地域

を一望できる海峡ゆめタワーから素晴らしい景色を眺

めながら，両支部間の交流を深めました。

　支部総会および懇親会は東京第一ホテル下関におい

て執り行いました。総会では本部からお越しの鈴木前

会長，三坂会長，白川副会長にご挨拶を頂くととも

に，中前先生からは母校の近況をご紹介いただきまし

た。また，両支部の事業ならびに会計報告はお互いの

支部がオブザーバとなって進められ，原案どおり承認

されました。総会後の懇親会では，参加者が多いなが

らも一人ずつの自己紹介と近況報告を行うことがで

き，お互いに例年とは違う新しい顔ぶれに出会い，こ

うした形で支部会員の輪が拡がったことは大きな成果

となりました。

　ご多忙の中，ご出席いただきました皆様方に感謝申

し上げます。来年以降も，会員皆様のご参加とご協力

をお願い申し上げます。

 （渡邊政幸（電気・平13）記）

平成19年度澪電会四国支部総会報告

　四国支部では、平成19年10月20日（土）に、工場見

学会と総会・懇親会を愛媛県西条市で開催しました。

昨年12月に続き、２年連続での開催でした。

　当日は、清々しい秋晴れにも恵まれ、本部より三坂

重雄会長、白川功副会長、中前幸治総務幹事をご来賓

としてお迎えし、四国支部からは坂入修二支部長をは

じめ16名の参加者を得ることができました。

　JR西条駅に集合した後、西条臨海工業団地に立地す

るアサヒビール㈱四国工場にマイクロバスで向かいま

した。同工場では、ビールの製造工程に沿って、仕込

槽・発酵熟成タンク・瓶詰缶詰機などの設備を見学し

ました。瓶詰の最後工程では、１本１本を目視検査し

ているとのことで、機械検査を採用したらどうか？な

どの活発な質問がでました。見学後、出来たてビール

の試飲を行い、「生」、「黒生」、両方を混ぜた「ハーフ

＆ハーフ」をいただきました。ビールの美味しい注ぎ

方も教わり、ほろ酔い気分で工場を後にしました。

　次に、西条駅近くにある懇親会場に移動し、総会と

懇親会を行いました。総会では、矢野米雄幹事の司会

で、坂入支部長の挨拶から始まり、三坂会長と白川副

会長からのご挨拶、中前総務幹事から母校近況報告を

頂きました。

　坂入支部長からは、支部会員の皆様のご要望にお応

えし、昨年度に引き続いて総会・見学会を実施したこ

とや、参加頂いたご来賓へのお礼。三坂会長からは、

四国支部が会長就任後はじめての支部総会参加である

ことや名簿発行など澪電会本部の近況などについて。

白川副会長からは、近年、阪大においても工学部離

れ・電気系離れが進行しており、これらを防ぐには同

窓会組織を挙げて取り組む必要があること。中前総務
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幹事からは、大阪外大との統合により、阪大が日本一

の大学になったことなどを伺うことができました。ア

サヒビールのほろ酔いも手伝って皆さん舌が滑らか

で、特に、中前先生のプレゼンに対する白川先生の

突っ込みは絶妙で、会場は爆笑の渦となりました。

　引き続き議案審議に移り、尾田より平成18年度の決

算、平成19年度の活動計画や予算等の議案を提案し、

全会一致で承認され、総会は無事に終了いたしまし

た。

　総会の後、懇親会に移り、山下一彦元支部長の乾杯

の音頭により、懇談に入りました。頃合いを見計ら

い、参加者による自己紹介と近況報告を行いました。

皆さんお話好きの方ばかりで、全員が話し終わるころ

には、終了予定時刻となり、永田重幸元支部長の音頭

で中締めを行い、程なくお開きとなりました。会場を

後にする際に、それぞれ来年の再会を確認しあうな

ど、大いに盛り上がりました。

　ご多忙の中、ご出席いただききました皆様方に感謝

し、御礼申し上げます。

 （尾田牧弘（電気・昭57）記）

お願い

ご住所・ご勤務先などが変更になられた方は、事務局まで随時ご連絡くださるようお願いいたし

ます。変更のご連絡は同封いたしました総会の出欠届、平成19年12月に発行いたしました「澪

電会会員名簿」に綴じ込みの「訂正カード」、またはファックス、電子メールでも結構です。ま

た、澪電会ホームページの「個人情報の変更」からも変更が可能です。

　会員の受賞の情報、同窓会の開催記事などがございましたら、併せて事務局までお知らせくだ

さい。出来る限り、本会誌に掲載させていただきます。



― 36 ―

（電気工学科・電気工学科目）

大正14年 久野　坪輝

昭和５年 石田　勝蔵

12年 落合　岩男

14年 石崎　長光

15年 東野　俊一

16年 高田　源次

20年 樋口　正樹

22年 山下　義美

23年 山中千代衛

24年 甲佐　史郎

25年 辻　　良夫

26年 近藤　道治

27年 木本　保夫

28年旧 藤井　克彦

28年新 辻　　三郎

29年 升田　公三

31年 寺崎　泰彦

32年 大川進一郎

33年 鈴木　　胖

34年 白藤　純嗣

35年 松浦　虔士

36年 濱口　智尋

37年 黒田　英三

38年 山中　龍彦

39年 吉野　勝美

40年 赤澤　堅造

41年 辻　毅一郎

42年 佐々木孝友

43年 朴　　炳植

44年 谷内田正彦

45年 織田　守昭

46年 土師　總一

47年 大森　　裕

48年 原　　　格

49年 田中　和夫

50年 伊藤　利道

51年 木村　紀之

52年 山本　正純

53年 阪部　周二

54年 白神　宏之

55年 伊瀬　敏史

56年 三谷　康範

57年 裏　　升吾

58年 尾崎　雅則

59年 江川　泰弘

60年 秋葉　龍郎

61年 服部　励治

62年 佐伯　　修

63年 藤井　龍彦

平成元年 森　　勇介

２年 仙井　浩史

３年 舟木　　剛

４年 岩井　　真

５年 藤田　和久

６年 板垣　鉄平

７年 川瀬　博基

８年 斎藤　貴光

９年 中島　弘朋

10年 矢野　雅一

11年 緒方　晋也

12年 山下　勝則

13年 小谷　研太

14年 犬伏　雄一

15年 小島　鉄也

16年 坂本　雅樹

17年 村井　良多

18年 吉田　　央

（通信工学科・通信工学科目）

昭和18年 藤澤　和男

19年 黒田　一之

20年 滑川　敏彦

21年 来住　　徹

23年 伊藤　　肇

24年 奥野　喜好

25年 竹内　信雄

26年 長岡　崇雄

28年旧 福井　淳一

28年新 末田　　正

29年 由利　宏二

30年 倉橋浩一郎

31年 栗岡　　豊

32年 長谷川利治

33年 宮道　　繁

34年 樹下　行三

35年 西原　　浩

36年 野村　康雄

37年 真田　英彦

38年 中西　　暉

クラス委員
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39年 塩澤　俊之

40年 藤岡　　弘

42年 宮原　秀夫

43年 玉川　允敏

44年 池田　雅夫

45年 中野　秀男

46年 里村　　裕

47年 森下　克己

48年 河崎善一郎

49年 北山　研一

50年 樺澤　　哲

51年 鬼頭　淳悟

52年 井上　　健

53年 中野　幸男

54年 馬場口　登

55年 秦　　淑彦

56年 片山　正昭

57年 榎原　博之

58年 山本　　幹

59年 平　　雅文

60年 原　　晋介

61年 大川　剛直

62年 荒木　範行

63年 戸出　英樹

平成元年 堀井　康史

２年 松田　洋一

３年 畑　　真司

４年 上田　哲也

５年 安部田貞行

６年 村上　智己

７年 池田　武弘

８年 加藤　　真

９年 菅原　弘人

10年 中西　淳平

11年 門田　行広

12年 新熊　亮一

13年 東野　武史

14年 村越　昭彦

15年 藤本　正樹

16年 木下　幸裕

17年 山本　勇樹

18年 森岡　康史

（電子工学科・電子工学科目）

昭和38年 白川　　功

39年 尾浦憲治郎

40年 吉岡　信夫

41年 鷹岡　昭夫

42年 打田　良平

43年 春名　正光

44年 藤原　秀雄

45年 杉本　哲夫

46年 谷口　研二

47年 〆木　泰治

48年 栖原　敏明

49年 村上　敬一

50年 山田　伸一

51年 西川　博昭

52年 中前　幸治

53年 岡田　満哉

54年 薮内　康文

55年 太田　快人

56年 出口　　弘

57年 河合　利幸

58年 森　　俊彦

59年 正田　博司

60年 綿森　道夫

61年 森　　伸也

62年 重弘　裕二

63年 藤村　昌寿

平成元年 野口　栄治

２年 赤坐　正樹

３年 上野　隆範

４年 三浦　克介

５年 藤井　彰彦

６年 上向井正裕

７年 上野　弘明

８年 梶井　博武

９年 野田　研二

10年 島田　尚住

11年 藤澤　猛史

12年 大竹隆太郎

13年 小野　俊明

14年 三上　真範

15年 樋渡　伸二

16年 松久　裕子

17年 尾島　正禎

18年 六車　　充

（情報システム工学科・情報システム工学科目）
平成５年 一階　良知

６年 安部　敬一

７年 原　　隆浩

８年 池内　智哉

９年 相坂　一樹

10年 密山　幸男

11年 中尾　太郎

12年 工藤　祐介

13年 兼田　佳和
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14年 義久　智樹

15年 庄島　大基

16年 渡辺　賢治

17年 野里　良裕

18年 村尾　和哉

（電気電子情報エネルギー工学専攻・
 先進電磁エネルギー工学コース）
平成18年 馬場　政志

　クラス委員の変更等ございましたら、事務局まで随

時ご連絡下さるようお願いいたします。

第１条　本会は澪電会と称する．
第２条　本会は事務局を大阪大学大学院工学研究
科電気系内に置く．

第３条　本会は会員の親睦を図り，学術の発展お
よび科学技術に関する知識の啓発に寄与する
ことを目的とし，そのため適宜必要な事業を
行う．

第４条　本会の会員はつぎのとおりとする．
　　(1)　正会員
　　イ．大阪大学工学部、工学研究科および情

報科学研究科ならびにその前身である学
校の電気系卒業生．

　　ロ．大阪大学工学部および工学研究科の電
気系教官．

　　ハ．大阪大学工学部電気系教官主査のもと
で学位を得た者で，本会に入会を希望す
る者．

　　ニ．特に本会に縁故があり，役員会の承認
を得た者．

　　(2)　特別会員
　　正会員以外で大阪大学工学部電気系の教
授，助教授および講師であった者ならびに
特にこの会に縁故のある者．

　　(3)　学生会員
　　大阪大学工学部、工学研究科および情報科
学研究科の電気系学生

　　(4)　賛助会員
　　　本会の活動を援助する法人または個人
第５条　本会に次の役員，委員を置く．
　　会長１名

　　副会長，幹事，クラス委員
第６条　会長は総会の議を経て選出する．副会
長，幹事については会長が指名し，総会で承
認を得る．クラス委員については学科別卒業
年度別に選出する．

第７条　会長は本会の会務を総括し，本会を代表
する．副会長は会長を補佐する．

第８条　会長，副会長，幹事は役員会を組織し，
会務を処理する．クラス委員はクラスを代表
し，本会に関する重要事項の相談にあずかる．

第９条　役員会の推薦により，本会に顧問を置く
ことができる．

第10条　役員の任期は２年とする．ただし，重任
はさまたげない．

第11条　定期総会は年1回開催する．臨時総会は
必要に応じて開催する．定期総会では事業報
告，会計報告および役員改選その他の議事を
行う．

第12条　本会の事業年度，会計年度は毎年６月１
日に始まり，翌年5月31日に終る．

第13条　正会員は別に定めた規定により，会費を
毎年7月末日までに納入しなければならない．

第14条　本会は必要に応じて支部を置くことがで
きる．

第15条　本会則の変更は総会の議を経て行う．

・会費は年額4,000円とする．
（平成７年度より実施）
・大学学部卒業時から53年を経過した会員は，会
費の納入を要しない．



平成19年度　講演会・総会・懇親会

見学会

熊谷貞俊先生 ご講演
｢自律分散の思想と技術｣

熊谷信昭先生 祝辞 鈴木胖前会長 乾杯 懇親会のひとこま

けいはんな学研都市にて

総会での会長挨拶 宮原秀夫先生 祝辞



平成19年度　卒業祝賀・謝恩会

会長 祝辞 辻毅一郎先生 乾杯

工学賞 受賞者表彰 先端通信エキスパート養成プログラム 表彰式

卒業生代表 小川優里さん 挨拶 谷口研二先生 万歳三唱



澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま

した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。　

１．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的

澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。

氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業（修了）年度、

自宅連絡先（住所、電話／FAX番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役職、

電話／FAX番号、電子メールアドレス）等

また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識

の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示す

事業において利用します。

① 本会会員名簿の整備および発行。

② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内およ

びそれにかかる連絡事項の送付。

③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。

④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。

⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

２．個人情報の管理と第三者への開示と提供

(1) 本会が収集した個人情報については、本会により適正に管理を行い、常に個人情報の保護に努めます。

(2) 本会は、前項①～⑤に示す事業推進において、本会から事業委託された業者等が対応することが適切と

判断される場合には、業者等に対して必要最小限の個人情報を開示ならびに提供することがあります。

また、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目的から個人情報

の提供が適切と判断される場合には、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織に対して必

要最小限の個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望まない場合は、

本会まで届け出て下さい。届け出のない場合は、原則として「開示可・提供可」として取り扱わせて頂

きます。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。

(4) 上記(2)および次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を第三者へ開

示ならびに提供致しません。
 法令に基づく場合

 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難で

あるとき。

 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を

得ることが困難であるとき。

 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対し

て協力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼす

おそれがあるとき。

３．開示・訂正・利用停止請求

本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえで、

その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の上、必

要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。　

４．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先

〒565-0871　吹田市山田丘2-1

大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局

電話　06-6879-7789　　FAX　06-6879-7774　　E-mail　reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp



発行　澪電会
〒565-0871　吹田市山田丘2-1

大阪大学大学院工学研究科電気系内

電　　　話：06-6879-7789（ダイヤルイン）

ファックス：06-6879-7774

電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

編　集　後　記

会報澪電No. 29 をお届け致します。熊谷先生の
瑞宝大綬章ご受章をはじめとして、長谷川先生の日
本学士院賞ご受賞、企業の要職に就かれた先輩方の
紹介、2件のグローバルCOEの採択、IEEEマイ
ルストーンの認定など、本号では多くのめでたきこ
とを会員の皆様方にお届けすることができ、非常に
うれしく思います。ただ、幹事のリサーチが行き
届かず、ご紹介する内容が大学関係者に片寄ってし
まいがちです。会員皆様方のご活躍を是非紹介し
たいと思いますので、情報をお送り頂ければ幸いで
す。

また個人情報保護法が施行され、名簿の発行を見
合わせておりましたが、一昨年度決められましたプ
ライバシーポリシーに基づき昨年 12 月に新しい名
簿が発行されました。今回から名簿の配布は希望
者に限定しておりますが、発行された名簿を会員皆
様方のネットワークの充実に活用していただければ
幸いです。
最後になりましたが、ご多用中にもかかわらず、
快くご執筆頂いた皆様方、ならびに記事の収集にご
協力下さいました方々に心よりお礼申し上げます。 

（編集幹事：森 伸也、宮本俊幸）




